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東
京
鰐
陵
会
第
ν
回
総
会

・
会
長
挨
拶

会
の
発
展
を
図
る
た
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

東

京

幸
三
夜
会
会

長

佐

一朦

悠

（
ｙ
〓

生
）

故
者
に
対
し
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

続
い
て
会
長
が
開

会
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。「

会
長
に
就
任
し

て
丁
度
、
１
年
に
な

り
ま
す
が
、
皆
様
に

は
会
の
運
営
に
関
し

て
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
、
誠
に
あ
り

東
京
鰐
陵
会
の
第
２７
回
総
会
が

平
成
３ｏ
年
Ｈ
月
Ｈ
日

（日
）
、
東
海

大
学
校
友
会
館

・
望
星
の
間

（霞

が
関
ビ
ル
”
階
）
で
開
か
れ
ま
し

た
。
東
京
は
立
冬
以
来
穏
や
か
な

日
和
が
続
き
、
こ
の
日
も
好
天
に

恵
ま
れ
来
賓

。
会
員
合
わ
せ
て

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は

３
部
構
成

で
、
第

１

部

の

『総
会
』
は
、
加
藤
友
成
事

務
局
長

（
“
回
生
）
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
ま
ず
丹
野
静
也
副
会
長

（
”
回
生
）
が
開
会

の
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
作
曲
家
の
和
泉
耕
二
氏

（
３８
回
生
）
の
指
揮
に
よ
る
校
歌

斉
唱
、
そ
し
て
こ
の
１
年
間
の
物

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
日
の
総

会
に
は
鰐
陵
同
窓
会
本
部
か
ら
青

木
利
光
会
長
、
中
塩

一
夫
事
務
局

長
、
顧
間

の
小
松
敦
校
長
先
生
に

お

い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

亀
山
紘

石
巻
市

長

に
は
第

２

部
で
講
演
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

青
木
会
長
と
小
松
校
長
先
生
に
は

後
ほ
ど
、
懇
親
会

の
時
に
改
め
て

ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
す
。
総
会

は
３
時
間
の
長
丁
場
で
す
が
、
存

分
に
お
楽
し
み
下
さ

い
。

さ
て
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大

震
災
か
ら

７
年

８
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
復
興
事
業
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
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人
口
減
少
の
問
題
な
ど
残
さ
れ
た

課
題
も
少
な
く
な
い
、
と
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
す
。
東
京
鰐
陵
会
で

は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
翌

年
の
２２
回
総
会
に
も
亀
山
市
長
に

講
演
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、

今
日
は
復
興
の
実
現
状
況
を
お
聞

き
す
る
こ
と
で
復
興
が
ど
こ
ま
で

進
ん
だ
の
か
、
残
さ
れ
た
課
題
は

何
か
を
確
認
し
、
復
興
支
援
の
機

運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

東
京
鰐
陵
会
総
会
は
、
毎
年

開
催

と

な

っ
て
か
ら
今

年

で

５
回
目
に
な
り
ま
す
。
当
会

で

は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
援
助
金
を

運
営
資
金
と
し
て
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
回
は
本
日
現
在
、

り
万
３
０
０
０
円
の
寄
付
を

い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま

す
。東

京
鰐
陵
会
で
は
、
若
手
会
員

の
獲
得
に
努
め
て
お
り
、
い
ろ
い

ろ
な
試
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
今
年
の
本
部
同
窓
会
総
会
の

主
管
を
務
め
た
“
回
生
の
皆
さ
ん

に
、
総
会
後
の
主
管
の
打
ち
上
げ

会
が
始
ま
る
直
前
、
入
会
の
勧
誘

を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
試
み
は
今

年
２
回
目
で
、
し
ば
ら
く
は
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

本
日
の
総
会
の
第

１
部
で
は
、

役
員
の
異
動
報
告
や
行
事

。
会
務

報
告
、
会
計
報
告
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
第
２
部
は
、
亀
山
石

巻
市
長
の
講
演
。
第
３
部
の
懇
親

会
で
は
、
米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
ら

れ
た
出
席
会
員
の
紹
介
と
記
念

品
贈
呈
の
あ
と
、
１
時
間
の

『歓

談
タ
イ
ム
』
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

同
期
生
同
士
を
は
じ
め
先
輩

・
後

輩
、
部
活
の
仲
間
な
ど
時
間
が
許

す
限
り
語
ら

つ
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

石
巻
の
自
謙
か
ま
ぼ
こ
店
提
供

の
『笹
か
ま
ぼ
こ
』
と
、
会

で
購

入
し
た
宮
城
の
銘
酒

『
一
ノ
蔵
』

の
″特
別
純
米
酒
ク
２
種
類
を
各

テ
ー
ブ
ル
に
用
意
し
ま
す
。
ふ
る

里
の
味
を
ご
賞
味
下
さ
い
。
最
後

ま
で
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
こ
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
境
田
憲
男
副
会
長

（
夕
回
生
）
の
進
行
で
議
事
に
入

り
、
佐
藤
会
長
か
ら
役
員
の
「
異

動
報
告
」
、
加
藤
事
務
局
長
か
ら

「行
事

。
会
務
報
告
」
、
早
川
誠
事

務
局
次
長
か
ら
「会
計
報
告
」
、
堀

内
文
夫
監
事
か
ら

「
監
査
報
告
」

が
行
わ
れ
、
一
括
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第

２
部
で
は
、
亀
山
市
長

（
”

回
生
）
が

『最
大
の
被
災
都
市
か

ら
世
界
の
復
興
モ
デ
ル
都
市
石
巻

を
目
指
し
て
・実
現
状
況
の
検
証
』

と

い
う
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
亀
山
市
長
は

「復
興
は

道
半
ば
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
の

中
で
継
続
的
発
展
が
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
が

課
題
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
ス

ポ
ー
ツ
や
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
総
合
芸
術
祭
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
増
加
な
ど
を
進
め
交
流
人

口
の
拡
大
を
図

っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

第
３
部
の
懇
親
会
で
は
、
は
じ

め
に
鰐
陵
同
窓
会
本
部
の
青
木
会

長

（
名
回
生
）
と
顧
間
の
小
松
校

長

の
２
人
が
来
賓
挨
拶
を
行

い

ま
し
た
。

続
い
て
知
回
生
か
ら
６２
回
生
ま

で
の
″
若
手
″
会
員

７
人
が
登
壇

し
、
自
己
紹
介
を
行

っ
た
あ
と
代

表
２
人
が
挨
拶
し
ま
た
。

こ
の
後
、
長
寿
者
の
お
祝
い
が

行
わ
れ
、
こ
の
日
参
加
し
た
喜
寿

の
４
人
全
員
が
登
壇
し
て
挨
拶

し
、
会
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
日
の
参
加
者

の

最
長
老
で
あ
る
加
藤
直
人
氏

（Ｚ

回
生
）
の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、

１
時
間
の
歓
談
タ
イ
ム
に
移
り

ま
し
た
ｃ

総
会
は
同
窓
会
と
同
期
会
を
リ

ン
ク
さ
せ
て
開
催
す
る
と
い
う
趣

旨
に
沿

っ
て
、
回
生
ご
と
に
テ
ー

ブ
ル
が
セ

ッ
ト
さ
れ
、
同
期
生
や

中
学
校

の
先
輩

・
後
輩
、
部
活

の

仲
間
な
ど
、
和
気
あ

い
あ

い
の
雰

囲
気

の
中
で
語
ら

い
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

そ
し
て
鈴
木
卓
郎
氏
（泡
回
生
）

の
指
揮
で
鰐
陵
歌
や
応
援
歌
の
斉

唱
を
行
っ
た
あ
と
、
次
回
の
当
番

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
．
“
回

生
の
青
木
と
申
し
ま
す
。
佐
藤
会

長
を
は
じ
め
東
京
鰐
陵
会
の
皆
さ

ま
に
は
本
部
の
総
会
に
お
出
で
頂

い
た
り
、
会
報
に
広
告
を
掲
載
し

て
頂
い
た
り
、
何
か
と
本
部
の
事

業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。
佐
藤
会
長
に
よ
り
ま

幹
事
“
回
生
を
代
表
し
て
法
被
を

引
き
継
い
だ
伊
藤
純

一
氏
か
ら
次

回
の
総
会
成
功
に
向
け
て
決
意
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
木
村
貴
則
監
事

（
”
回

生
）
か
ら
中
締
め
の
挨
拶
が
あ
り
、

３
時
間
に
わ
た

っ
た
総
会
は
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

す
と
、
総
会

の
出
席
者
は
去
年
よ

り
２０
人
ほ
ど
少
な

い
よ
う
で
す
が
、

平
成
最
後

の
年

の
総
会
が
多
く

の

会
員

の
出
席

の
も
と
、
こ
の
よ
う

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
ご
承
知
か
と
思

い
ま
す
が
、
い
ま

１
０
０
人
を
超

え
る
規
模
で
総
会
を
開
催
し
て
い

ｌ
ｌ
日
１
１１
旧
旧
旧
１１
＝
＝
旧

若
手
、
女
性
会
員
を
増
や
す

努

力

を

　

鰐
陵
同
窓
会
会
長

青

木

利

光

（４３
回
生
）
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る

の
は
、
こ
こ
東

京
と
仙
台
だ
け
で

す
。
仙
台
は
会
員

数
が
多

い
の
で
出

席
者
数
と
の
割
合

で
い
う
と
、
仙
台

が
ど
の
位
多

い
の

か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
今

年
、
仙
台

で
は

１
８
０
人
位

の
参
加
が
あ
り
ま
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し
た
ｃ

私

は

３
年
前

か
ら
会
長
を
仰

せ

つ
か

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会

に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

一
番
感

じ
て
い
る
の
は
知
回
生
以
降
の
参

加
が
少
な
い
こ
と
で
、
仙
台
で
も

少
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
名
回
生
、

６５
回
生
が
主
管
だ

っ
た
た
め
か
、

昨
年
か
ら
仙
台
で
は
若
い
人
た
ち

の
参
加
が
増
え
、
今
年
は
６０
回
生

以
降
の
出
席
者
が
２５
名
あ
り
ま
し

た
ｃ東

京

の
出
席
者
名
簿
を
み
ま
す

と
、
一
目
瞭
然
、

６２
回
生
が
１
人
、

５０
回
生

以
降

が

６
人
と

い
う
状

態

で
、
こ
の
辺
が
非
常
に
気

に
か

か
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
こ
の
年

代
を
増
や
せ
る
の
か
、
本
部
に
Я

回
生
と
り
回
生
の
副
会
長
が
お
り

ま
す
の
で
、
彼
等
に
も

ハ
ッ
パ
を

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
校
長

の
小
松
と
申
し
ま
す
。
今
年
で
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
東
京
鰐
陵
会

の
皆
さ
ま
方
に
は
日
ご
ろ
か
ら

本
校

の
教
育
に
対
し
、
ご
理
解
、

ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

か
け
て
何
と
か
こ
の
年
代
を
増
や

し
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

も
う

一
つ
仙
台
で
違

っ
た
の
は

女
子
の
参
加
者
が

い
た
こ
と
で
す
。

と
言

い
ま
し

て
も

１
人
だ
け

の

参
加

で
し
た
が
、
女
子

の
会
員
が

参
加
し
ま
す
と
遠
く
か
ら
見
て
い

て
も
、
そ
の
部
分
が
輝

い
て
い
る

よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
来
年
は
東

京
鰐
陵
会
で
も
何
と
か
女
子
の
参

加
が
あ
れ
ば
な
と
思

い
ま
す
。

懇
親
会

の
時
間
を
少
し
で
も
長

く
し
た

い
と
思

い
ま
す

の
で
、
最

後
に
本
日
ご
参
加

の
皆
様

の
ご
健

勝
と
東
京
鰐
陵
会

の
益

々
の
ご
隆

盛
を
祈
念
し
ま
し
て
、
は
な
は
だ

簡
単
で
す
が
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

さ
て
、
簡
単
に
学
校

の
近
況
に

つ
い
て
お
話

い
た
し
ま
す
。
４
月

か
ら

こ
れ
ま

で
年

間
計
画

に
従

い
大
き
な

ト

ラ
ブ

ル
も
な
く
順

調
に
推
移
し
て
き
て
い
ま
す
。
本

校

の
伝
統

で
あ
り
ま
す

「
文
武
両

道
」
に
関
し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、

今
年

３
月

に
卒
業

し
た
生
徒

の

進
路
実
績
は
、
国
公
立
大
学
の
合

格
者
が
あ
名
と
例
年

の
７０
名
を

大
き
く
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
東

北
大
学

の
合
格
者
は
現
浪
併
せ

て
１２
名
で
、
こ
れ
は
仙
台
の
ナ
ン

バ
ー
ス
ク
ー
ル
５
校
に
次
ぐ
６

番
目
の
合
格
者
数
に
な

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
朝
日
新
聞
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
本
校
の
進
学
校

と
し
て
の
存
在
感
を
大
き
く
示

す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
北
海
道
大
学
や
筑
波

大
学
、
早
稲
田
大
学
、
慶
応
大
学

と

い
っ
た
難
関
大
学
に
も
多
数

合
格
者
を
だ
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
学
芸
部
の
美
術

部
、
書
道
部
、
新
聞
部
が
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
に
参
加
し

ま
し
た
。
運
動
部
で
は
陸
上
部
、

水
泳
部
、
ヨ
ッ
ト
部
、
ボ
ー
ト
部

が
東
北
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
し
た
陸
上
部

の
生
徒
が
８
０
０

メ
ー
ト
ル
で
全
国

６
位

に
入
賞

し
、

そ

の
後
、
ジ

ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

カ

ッ
プ
大
会

・
ア

ン
ダ
１
１８
の
日
本

陸
上
選
手
権
大
会

で
、
４
０
０
メ
ー
ト

ル
７
位

８
０
０

メ
ー
ト
ル
３
位
に
な
り
、
日
本
陸

連
推
薦
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
育
成
競

技
者
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

で
そ
の
活
躍
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ボ
ー
ト
部
は
、
県
大
会

で
５
種
ロ

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
そ

の
全
て
の
種
目
で
優
勝
し
、
イ
ン

タ
ー

ハ
イ
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
２

人
乗
リ
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
全
国

６
位
、
４
人
乗
り
の
ク
ア
ツ
ド
ル

プ
ル
で
全
国

３
位
と

い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
国
体
で
は

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
全
国

３
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

男
女
共
学
に
な
り
ま
し
て
も
、
文

武
両
道
と

い
う
伝
統
は
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

男
女
共
学
に
な

っ
て
今
年
で

３
年
に
な
り
ま
す
が
、
学
校
全
体

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
女
子
生
徒
が

大

活

躍

　

　

宮
城
県
石
巻
高
等
学
校
校
長

小

松

敦

で
は
女
子
の
人
数
が
男
子
を
十

数
人
上
回

っ
て

い
ま
す
こ
ち
な

み
に
先
ほ
ど
お
話
し
た
陸
上
部
、

ボ
ー
ト
部
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で

全
国
入
賞
を
果
た
し
た
生
徒
は

全
員
女
子
生
徒
で
す
。
ま
た
、
先

月
、
生
徒
会
選
挙
が
あ
り
ま
し
た

が
、
男
子
２
名
、
女
子
１
名
の
３

名
が
立
候
補
し
、
決
選
投
票
の
結

果
、
女
子
生
徒
が
生
徒
会
長
に
当

選
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
や
本
校
で
は

女
子
生
徒

の
存
在
感
が
男
子
生

徒
を
上
回
る
よ
う
な
状
況
が
生

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、
男

子
校
時
代

の
古
き
良
き
伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
、
男
女
共
学
の
鰐

陵
の
「
不
易
流
行
」
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
私
事
で

大
変
恐
縮
で
す
が
、
私
は
今
年
度

を
も
ち
ま
し
て
定
年
退
職
と
な

り
ま
す
。
３
年
間
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
東

京
鰐
陵
会
の
皆
様
方
の
御
支
援

。

御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
御
礼

及
び
総
会

の
御
挨
拶
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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石
巻
市
震
災
復
興
基
本
計
画

実
現
状
況
の
検
証

～
最
大
の
被
災
都
市
か
ら
世
界
の
復
興
モ
デ
ル
都
市

石
巻
を
目
指
し
て
～

　

　

　

　

石
巻
市
長

亀
山

紘

（３３
回
生
）

島■●ロ

２
０
１
８
年
か
ら
は

「
発
展
期
」
。

新
た
な
魅
力
と
活
力
あ
る
地
域
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
発
展
し
て

い
く
重
要
な
年
を
迎
え
た
。

■
人
口
減
少

石

巻

市

の

人

口

は
、
震

災

前

は

１６
万

３
０
０
０
人

だ

っ
た

が
、
２

０

１

８
年

９

月

現

在
、

И
万
４
８
０
０
人
。
約

８
年
間

で
、

１
万

８
０
０
０
人
、
約

１２
パ
ー
セ

ン
ト
減
少
し
た
。

ま
た
高
齢
化
率
は
、
特
に
半
島

沿
岸
部
で
か
な
り
深
刻
な
状
況
に

あ
る
。
例
え
ば
雄
勝
地
区
。
震
災

前
は
４
３
０
０
人
だ

っ
た
が
、
現

在
は
約

１
３
０
０
人
で
約
６０
％
の

減
少
。
高
齢
化
率
は
”
％
、
２
人

に

１
人
は
高
齢
者
と

い
う
状
況

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
石
巻
全
体
を
み
て
も

”
％
を
超
え
て
い
る
の
で
今
後
、

益
々
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
状
況
を
見
す
え
、
持
続
発
展

石巻市震災復興基本計画 Ω
2011年 12月 に、復興の基本的な考え方や今後の復興に関する施策の展開、

地区別の整備方針など10年間の復興に向けた道標として策定

_琴杏響貪 1      獅木本綱1      言十画期間10年   :

諷忙
生活や産業の再生に不可欠な

住宅、生産基盤、インフラなど

の復旧を行う

=雛
轟
懸
■■|||

■■■|■・
■●

ユ
曜秒

1災害に強いまちづくり

2産業・経済の再生

3絆と協働の

共鳴社会づ くり

復旧されたインフラと市民の力

を基に、震災に見舞われる以前

の活力を回復 し、地域の価値を

高める

晰

鯰
鰊 雖

舅蒻 新たな魅力と活力ある地域とし
はに て生まれ変わり、発展していく

みんなで築 く災害に強い

まちづ くり

防災、地域コミュニティ
減災都市基盤

自然への畏敬の念をもち、

自然 とともに生きる

産業経済 まtヽ なな再生

未来のために伝統、文化

を守 り、人 。新 たな産業

を育てる
孝
'育

 子育て.=「壼ギ吉:」 轟

可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め

て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な

っ

て
い
る
。

■
復
興
は
道
半
ば

震
災
復
興
計
画
で
は
「市
民
の

暮
ら
し
の
再
生
」
、
「災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
、
「産
業
の
再
生
と

人
材
育
成
」
、
「
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
」
、
「
絆
と
協
働
の
共

鳴
社
会
づ
く
り
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

し
か
し
、
震
災
か
ら
の
復
興
は

旧
市
内
の
中
心
部
だ
け
を
取
り
上

げ
て
も
現
在
、
１
４
０
の
事
業
が

並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
、

ま
だ
ま
だ
、
「復
興
は
道
半
ば
」
と

い
っ
て
い
い
。

■
復
旧

・
復
興
事
業
費

復
旧

・
復
興
に
か
か
る
事
業

費

は

２
０

１
８
年

３
月

現
在

で
、
総
額
約

１
兆

２
１
３
３
億

円
。
こ
の
う
ち
復
旧
事
業
費

は

約
３
６
６
６
億
円
。
産
業
の
再
生

や
災
害
廃
棄
物
処
理
が
中
心
と

な

っ
て
い
る
。
復
興
事
業
費
は
約

８
０
１
８
億
円
。

特
に
大
き
い
の
が
公
共
土
木
施

設
を
は
じ
め
災
害
公
営
住
宅
、
被

災
者
再
建
支
援
の
事
業
で
あ
る
。
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■
石
巻
震
災
復
興
基
本
計
画

震
災
が
あ

っ
た
年
の
２
０
１
１

年

１２
月

に
「
石
巻
震
災
復
興
基

本
計
画
」
を
作
成
し
た
。
基
本
理

念
は
、
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く

り
」
、
「産
業
。経
済
の
再
生
」
、
「絆

と
協
働
の
共
鳴
社
会
づ
く
り
」
で
、

計
画
期
間
は
１０
年
、
残
す
と
こ
ろ

あ
と
２
年
４
か
月
と
な

っ
た
。

最
初
の
３
年
間
は
「復
旧
期
」
。

生
産
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
復

旧
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
次
の
４

年
間
は
「
再
生
期
」
。
震
災
に
見
舞

わ
れ
る
前
の
活
力
を
回
復
し
地
域

の
価
値
を
高
め
る
期
間
。
そ
し
て
、

鷺露欝議|‐
‐

市民の不安を解消し、

これまでの暮らしを

取 り戻す
暮も:ム

'建

摩・■4i・ 医
=



震策復興計画
市民の暮ら

・住まいの再建
(防災集団移転促進事業、
区画整理事業、災害
石巻駅周辺津波復興拠点整備事業

・複合文化施設整備事業
南浜津波復興祈念公園整備事業
石巻市立病院、石巻市夜間急患

次世代施設園

整備
援事業

担し テレワーク事業
かわまち交 点整備事業
雄勝、北上、

共鳴社会づく‖
・地域包括ケアの推進 ・コミュニティ形成支援事業
・復興公営住宅コミュニティ促進事業、地域づくり
コーディネーター事業、奨学金返還支援事業

河川堤防の整備
水辺の緑のプロムナード整備事業
石巻市総合防災公園の整備

ウン事業
一、避難ビルなど)

い環境づくιI

・「子育て世代包括支援センター」の体制づくり
・「石巻版父子手帳」の配布
・門脇・大街道、渡波、雄勝保育所の建設
.●放課後児童クラブの施設整備

‐ ・子ども医療費助成事業
・生活困窮世帯の子供の学習支援事業
・サイエンスラボ事業
・家庭教育学級解説事業

■■■

/

■
主
な
復
旧

。
復
興
事
業

▼
住
い
の
復
興
（復
興
公
営
住
宅
）

▼
堤
防
建
設

▼
避
難
道
路

▼
半
島
沿
岸
部
の
復
興

▼
区
画
整
理
事
業

▼
地
域
医
療

・
福
祉

・
教
育
施
設

の
再
生

▼
水
産
業
関
係
の
整
備

▼
石
巻
中
心
部
の
交
流
拠
点

な

ど

■
石
巻
市
複
合
文
化
施
設

整
備
事
業

被
災
し
た
文
化
セ
ン
タ
ー
と
市

民
会
館
を
複
合
し
た
文
化
施
設
と

し
て
整
備
す
る
。
２
０

１
８
年

Ю
月
か
ら
着
工
、
２
０
２

１
年

３
月
に
完
成
の
予
定
。

■
交
流
人
口
の
拡
大

地
域
の
価
値
を
高
め
新
た
な
魅

力
と
活
力
あ
る
街
を
創
造
す
る
た

め
に
は
「総
合
芸
術
祭
」
（リ
ボ
ー

ン
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
）
、
「
か

わ
ま
ち
づ
く
り
」
（
川
と
堤
防
と

の

一
体
空
間
）
、
「
ス
ポ
ー

ツ
交

流
」
（
ツ
ー
ル
ド
東
北
）
推
進
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
は
賑
わ

い
の
創
出
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
ア
ー

復旧・復興にかかる事業費

復旧 。復興にかかる主な事業費の総額は約1兆 2,133億円を予定して
います。震災前 (平成23年度)の石巻市の一般会計歳出予算は617.5

億円であり、市の一般会計予算のおよそ20年分に相当します。

復旧・復興事業費

総額約1兆2,133億 円

○復旧事業費約3,666億 円       ○復興事業費約8,018億円

教育・文化 その他

教育・文化 健康・医療

※事業費は、復旧・復興事業費調査(平成30年 3月 実施)に基づくもの

卜
、
音
楽
、
食
を
柱
に
し
た

「
総

合
芸
術
祭
」
の
リ
ポ
ー
ン
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
に
つ
い
て
は
、
２

年
毎
に
大
き
な
取
り
組
み
を
行

っ

て
い
る
。
２
０
１
９
年
に
は
８

月

３
日
か
ら
９
月
２９
日
ま
で
の

５９
日
間
、
開
催
の
予
定
で
、
牡
鹿

半
島
を
拠
点
に
音
楽
、
現
代
ア
ー

ト
、
食
を
楽
し
む

「総
合
芸
術
祭
」

を
開
催
す
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
は

２
０
１
８
年
、
大
型
客
船

の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
が
入
港
。

９
月
入
港
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
は
、
２
７
０
０
人

の
乗
船
客

の
う
ち

８０
％
が
外
国

人
で
、
１
０
０
０
人
近

い
外
人

客
が
街
に
あ
ふ
れ
た
。
今
後
、
外

人
客
を
街
に
受
け
入
れ
、
お
も
て

な
し
し
な
が
ら
誘
致
を
し
て
い
き

た
い
。

■
ま
と
め

東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
人
口

減
少
が
急
速
に
進
行
す
る
地
域
が

点
在
す
る

一
方
、
中
心
部
で
も
郊

外

へ
の
人
口
流
出
が
進
み
街

の
活

力
が
失
わ
れ
て
い
る
。

公
共
交
通
機
関
の
結
節
点
で
あ

る
石
巻
駅
周
辺
に
都
市
機
能
を
集

積

・
高
度
化
し
て
中
核
拠
点
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地

へ
の
街
な
か
居
住
に
よ
る
定
住
人

（次
べ
―
ジ
ヘ
続
く
）区マ
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半島部の防災集団移転 (整 備後 )

0住まいの復興(いずれも平成30年3月 末現在)

・復興公営住宅:市街地部で3,843戸 (計画戸数 :3,883戸 )、

半島部で573戸 (計画戸数:573戸 )が完成→(計)4,416戸 進捗率99.1%
・防災集団移転 :市街地部の宅地引渡し戸数 852戸

半島部の宅地引渡戸数 612戸

・区画整理 :新市街地6地区で、1,360区 画(計画数 :1,360区 画)が完成→ 供給率100%

既成市街地5地区で、1,032区 画(1,162区 画)が完成 →供給率89%

東 京 鰐 陵 昴″οG′ ″々ッο…………

東日本大震災の復興状況 1 0

新市街地新蛇田地区 復興公営住宅

O音楽やミュージカル、演劇等が行えるホール、市民ギヤラリーとしての生涯学習機
能や、石巻の歴史・文化の展示を行う博物館機能を備えた複合文化施設を整備
O文化芸術の発信・創造・継承の拠点として活用
0近隣の市町と連携した様々な企画を戦略的に実現させ、リピーター獲得やイベント
開催時の集客力を向上し、継続的な人の流れを呼び込み、交流人口の拡大を実現
0平成28年 8月 に地方創生応援税制(企業版ふるさと納税)活用のための地域再生計画
を策定し、国の認定 (H28実績 :3社 150万円、H29実績:3社 100万円)

国
の
回
復
や
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り

と
連
動
し
た
賑
わ
い
と
安
ら
ぎ
の

あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
を

進
め
る
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
市
民
の
誰
も
が
安
心
し
て

健
康
か
つ
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
医
療
、
福
祉
、
介
護

に
不
安
の
な
い
街
づ
く
り
が
必
要
。

そ
の
た
め
中
心
市
街
地
の
石
巻
駅

周
辺
に
行
政
、
防
災
、
医
療
、
福

祉
及
び
交
流
の
拠
点
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
総
合
支
所
を
中
心

と
し
た
地
域
の
拠
点
づ
く
り
を
進

め
、
地
域
交
通
と
地
域
包
括
ケ
ア

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
な
が

ら
地
域
全
体
で
支
え
合
う
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

若
者
の
人
口
流
出
に
よ
り
、
今

後
、
地
域
経
済
や
地
域
社
会
の
停

滞
に
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
婚
か

ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
日
の
な
い

支
援
や
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な

育
成
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
、

ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
各
種

施
策
を
実
施
し
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

⌒

石巻市複全文化施設整備事業  ヒ業墜、るさと納税活里_り ⑥

・
ヽ

‐
苺■―

ブ' 
‐`‐、:・

l=    1   ‐1燿

.=_[熊 響 :言 I二■ :警摯攣、L菫 i t盤
==:漂

岳螢匿11

i・

｀~

【平成32年 度オープ

まち 。ひと・ しごと創生総合戦略 交流人口の拡大 0
震災以降、復興支援やボランテイア等で本市を訪れた方との新たな絆を大切にし、

交流を継続するとともに、受入基盤整備による移住促進を図る。

DMOに よる戦略的な観光客誘致やインバウンド増加に向けた企画・誘致を積極的

に推進し、交流人口の拡大を図る。

ポランティア
復興事業従事

(重う言E)薔
 情報発信  ,難

(〔雷li))
受入基盤整備

ふるさと納税 紙幅の関係で概略の記述にとどめ

た部分がありますのでご了承下さ

い。講演で使用されたパワーポイ

ントの全データはHPに掲載され

ています。

http:〃 www.gakuryou.co m/

20181lPP,pdf

最大の被災地

石巻市

1111

犠
鶴

ヽ r!

亀
．

轡

二・
=■

‐‐な事
<施設規模・機能>
・建築延床面積 :13, 182市
,大ホール :1,250席     ・市民ギヤラリー 20

・収蔵庫 等:300席

国震国饉隠理匡置鼈

リボーンアート
フェスティノυレ
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「喜
寿
」
の
会
員
に
記
念
品

東
京
鰐
陵
会
で
は
２
０
１
５
年

の
第

２３
回
総
会
か
ら

「
米
寿
」
と

「喜
寿
」
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
で
、

元
気
に
総
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々

を
紹
介
し
、
健
康
を
祝
し
て
記
念

品
の
贈
呈
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
米
寿
」
の
参
加
者
は

残
念
な
が
ら

い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
「
喜
寿
」
を
迎
え
ら
れ
た
小

林
喬
郎
氏

（
３２
回
生
）
、
加
藤
憲

一

当
番
幹
事
回
生
を
終
え
て

氏

（
３２
回
生
）
、
手
代
木
扶
氏

（
”

回
生
）
の
３
氏
と
、
１
年
生
の
時

に
健
康
を
害
し
て
卒
業
ま
で
５

年
か
か
っ
た
と
い
う
久
保
文
征
氏

（
実
回
生
）
の
４
氏
が
総
会
に
参

加
。
全
員
か
ら
挨
拶
を
し
て
い
た

だ
き
、
会
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡

一
ど
う

に
か
」
一
や

つ

と
」
当
番
幹
事

の
仕
事

を
終
え
て
、
次
回
当
番

幹
事
回
生
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
た
と

い
う

の
が
今

の
素
直
な
気
持

ち
で
す
。

第

２６
回
総
会

で
４
回

生
か
ら
引
継
ぎ
を
受
け

た
時
、
４
回
生
の
出
席

者
は
４
名
で
し
た
。
総

会
後
、
少
し
間
を
お
い

て
４
名
が
集
ま
り
、
当

番
幹
事
の
仕
事
を
全
う

す
る
た
め
に
は
最
低
１０

名
以
上
の
参
加
が
必
要

で
あ
る
と
の
共
通
認
識

を
持
ち
、
首
都
圏
在
住

さ
れ
ま

し
た
＾

”
回
生
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世

界
に
進
ん
だ
人
が
少
な
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
レ
ー
ザ
ー

レ
ー
ダ
ー
の
研
究
で
知
ら
れ
る
小

林
氏
と
ア
ン
テ
ナ

・
電
波
分
野
の

研
究
者
で
あ
る
手
代
木
氏

の
２

人
に
、
専
門
分
野
の
紹
介
や
業
績

な
ど
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。新

田
輝
夫

（４２
回
生
）

の
同
期
会
の
代
表
幹
事
を
し
て
い

る
鈴
木
卓
郎
君
を
中
心
に
声
掛
け

を
行
い
ま
し
た
。

１０
名
く
ら
い
は

集
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
甘
い
期
待

を
持

っ
た
ま
ま
総
会
当
日
に
近
づ

い
て
い
き
ま
し
た
。

８
月
に
総
会
の
案
内
、
会
報
紙

の
発
送
作
業
に
当
番
幹
事
回
生
が

数
名
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

要
請
を
受
け
て
同
期
に
連
絡
し
た

際
に
は
や
っ
と
１
名
、
高
橋
久
雄

君
が
仕
事
の
合
間
を
縫

っ
て
作
業

に
加
わ

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
ｃ

そ
の
頃
か
ら
、
私
の
気
持
ち
の

中
に
総
会
当
日
に
同
期
が
集
ま
る

だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
が
広
が
り

始
め
ま
し
た
。

出
欠
は
が
き
の
集
計
を
聞
い
て

，か

つヽ
ま
イ
Ｌ
」
二
一女
〓
〓
３
三
十
一
Ｉ
τ
ヽ
ィ
一二

―

二

′
ヽ
‥

結
果
、
不
安
は
的
中
し
、
な
ん

と
総
会
当
日
の
４２
回
生
の
出
席
者

は
４
名
で
し
た
こ

当
番
幹
事

の
出
席
者
が
少
な

い

た
め
総
会
資
料
配
布
、
会
場
案
内

等
当
番
幹
事
が
す
べ
き
こ
と
は
運

営
委
員

の
先
輩
方
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
番
幹
事
と
し
て
、
懇
親
会

の

司
会
進
行
を
田
口
敏
明
君
、
応
援

指
揮
を
鈴
木
卓
郎
君
、
会
場
案
内

を
村
上
圭
司
君
に
担
当
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

総
会
に
参
加
さ
れ
た
方
は
気
が

付
か
な
か

っ
た
と
思

い
ま
す
が
、

司
会
進
行

の
田
日
君
は
途
中

ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ

つ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
も
ら

い
、
大
役
を
無
事
勤
め
て
も
ら

い

ま
し
た
。
鈴
木
卓
郎
君
に
は
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
通
り
に
終
わ
ら

せ
る
見
事
な
応
援
歌

の
指
揮
を
し

て
も
ら

い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私

新
田
は
記
録
係
と
し
て
、
元
勤
務

先
の
後
輩
で
も
あ
る
佐
藤
昌
克
君

と

一
緒
に
カ
メ
ラ
マ
ン
を
し
て
い

ま
し
た
。

４
名
と

い
う
当
番
幹
事

回
生

と
し
て
は
最
近
稀
に
み
る
少
な

い

人
数

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
運
営

委
員
を

は
じ
め
と
し

て
多
く

の

一〓
ムヽ
．
」
〓人

，
た
一
、　
．ヽ
、ヽ́
＾
多ヽ
ご
、　
”
（一
一一一一

ヽ
〓
、”
〓
・．へ
〓
一三
二
百
一
〓
ズ

，く
二
一一●
〓
一
ユ
τ
一
〓
〓
〓
〓

一
一目不
ム
午
下
ヽ
）レ
一へ
″
ィ
ま
く
ュ
ニ
ー
）二
、
．

給
会
で
次
同
当
番
幹
事
回
生
で

あ
る
４３
回
生
に
引
き
継
ぎ
を
行

い

ま
し
た
が
、
本
総
会
に
は
８
名
出

席
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
私
た
ち

の
よ
う
に
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
そ
の
先
は
不
安

で
す
。
総

会
に
参
加
し
て
い
る
人
も
少
な

い

の
で
、
私
た
ち
と
同
様
に
な
ら
な

い
よ
う
今
か
ら
準
備
と
対
策
が
必

要
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

私
個
人

の
反
省
は
、
同
期

の
日

頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私

た
ち
は
不
足
し
て
い
た

の
で
、
集

ま
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
だ

と
思

い
ま
す
。
も
う
若
く
は
な

い

と
思

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
会

で
は
ま
だ
ま
だ
若
手

で
あ
る
も
回
生
以
降
の
会
員
の
方

は
ぜ
ひ
同
期
と
連
絡
を
と

っ
て
こ

の
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

う
す
る
こ
と
で
総
会

の
参
加
者

が
増
え
、
こ
の
東
京
鰐
陵
会
の
更

な
る
発
展
に
繋
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

総
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
会
員
の
皆
様
に
感
謝
も
う
し

あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

暦順会総会

■
一一．一罐
壕
壕
臀
．

訂
卜
』
臨
藤
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ロ総会「 生写真」
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総会「 生写真」

37回生
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43～45回 生
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総会「会場風景写真」

東京鰐陵会総会

若手参加者の紹介

懇親会司会の田口敏明さん (42回生)

亡くなられた方々のご冥福を祈って黙祷

螂鸞ρρ翁・

乾杯・ご出席最長老の加藤直人さん (24回生)

鸞警夢
■4●■■■■■

東京鰐陵会総会

む
'    

｀
[

当番幹事 42回 生の挨拶 歓談風景
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総会「会場風景写真」

●

仁難電参
応援歌、鰐陵歌の指揮をする鈴木卓郎さん (42回生) 歓談風景

贈陵会総会
■■■■■■

/

次回当番幹事 43回 生への引き継ぎ

¬

「

願■口願願マ

中締めをする木村貴則監事

・ ・ ｀黎犠 躊 籍  饉 摯警

応援歌、鰐陵歌斉唱

欄
|li■■・ ―  |・● |
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次回当番幹事回生を代表して挨拶する伊藤純―さん
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編
集
委
員
会

の
要
望
を
う
け
て

第

一
東
京
弁
護
士
会

の
平
成

３１
年

２
月
号

の
会
報

に
掲
載

さ
れ
た

「
巻
頭
言
」
を
新
会
報
誌

に
転
載

す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

長
崎
原
爆
体
験
者

の
柳
川
雅
子

さ
ん

（
８７
歳
）
の
講
演
会

の
こ
と

を
と
り
上
げ
た

の
は
、
戦
争

や
原

爆

の
こ
と
を
知
ら
な

い
世
代

の
会

員
に
広
く
伝
承
す
る
た
め
で
あ
る
。

柳
川
さ
ん
を
支
援
す
る
よ
う
に

な

っ
た
の
は
東
日
本
大
震
災
で
犠

牲
に
な

っ
た
石
巻

の
知
人
ら
の
姿

と
重
な
り
、
記
憶
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
自
覚
す
る
よ

う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

長
崎
の
原
爆
も
石
巻
の

３

・
Ｈ
も
過
ぎ
去

っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
過
ぎ
去

ら
な
か

っ
た
、
過
ぎ
去

っ

て
は
い
け
な
い
大
事
な
記

憶
で
あ
る
。

平
成
知
年
５
月
、
専
修

大
学
で
７３
年
前
の
長
崎
原

爆
を
体
験
し
た
柳
川
雅
子

さ
ん

（
８７
歳
）
の
講
演
会
が
行
わ

れ
た
。
柳
川
さ
ん
の
ご
主
人
は
著

名
な
元
裁
判
官
の
故
柳
川
俊

一
さ

ん

（修
習
４
期
）
。
一
弁
の
文
化
研

究
委
員
会
の
判
例
研
究
会
で
は
後

進
の
指
導
に
大
変
貢
献
さ
れ
た
方

で
あ
る
。

柳
川

（旧
姓
石
田
）
雅
子
さ
ん

は
昭
和
６
年
文
京
区
に
生
ま
れ
、

昭
和
２０
年
長
崎
地
裁
所
長
と
な

っ

た
父
に
従

っ
て
長
崎
高
等
女
学
校

に
転
校
。
同
年
８
月
９
日
学
徒
動

員
先
の
三
菱
兵
器
長
崎
工
場

（爆

心
地
か
ら
約

１
キ
ロ
）
で
被
爆
。

奇
跡
的
に

一
命
を
と
り
と
め
生
還

し
た
。

原
爆
症
で
入
院
中

の
病
床

で

書

い
た
雅
子
さ
ん
の
手
記
は
、
東

京

の
兄
穣

一
さ
ん
の
発
行
す
る

「
石
田
新
聞
」
に
「
雅
子
斃
れ
ず
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
、
親
戚
中
で
回

覧
。
終
戦
後
、
父
壽
さ
ん
は
こ
れ

を
出
版
し
よ
う
と
し
て
奔
走
し
た

が
、
「
表
現
が
リ
ア
ル
で
反
米
感

情
を
あ
お
る
」
と
し
て
連
合
国
軍

総
司
令
部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ
り
発

禁
処
分
。
昭
和
２
年
に
初
出
版
さ

れ
、
И
歳
の
少
女
に
よ
る
被
爆
直

後
の
体
験
記
と
し
て
大
き
な
反
響

を
よ
ん
だ
。

平
成
５
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
で
も
放
映
さ
れ
、
平
成
２２
年
及

び
平
成
２６
年
に
復
刻
版
が
出
版
さ

れ
て
、
長
崎
原
爆
体
験
記

「
雅
子

斃
れ
ず
」
は
原
爆
文
学
の
原
点
と

し
て
世
代
を
超
え
て
長
年
読
み
継

が
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
柳
川
さ
ん
は
、
他
の

過
酷
な
被
爆
体
験
者
に
対
し
て
申

し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
長

い
問
、
人
前
で
自
分
の
体
験
を
語

ら
な
か
っ
た
ｃ

私
は
裁
判
官
時
代
の
恩
師
の
石

田
穣

一
さ
ん

（修
習
５
期
）
に
も

協
力
を
お
願
い
し
、
平
成
２６
年
都

内
の
小
さ
な
学
習
会
で
柳
川
さ
ん

の
講
演
会
が
初
め
て
実
現
し
た
。

「
ぜ
ひ
若

い
人
た
ち
に
も
体
験
談

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
反
響

が
あ

っ
た
の
で
、
柳
川
さ
ん
は
被

爆
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
生
か

さ
れ
た
自
分
の
使
命
と
考
え
、
学

校
で
の
講
演
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

そ
の
使
命
感
は
、
東
日
本
大
震

災
で
４
０
０
０
人
の
犠
牲
者
を
出

し
た
宮
城
県
石
巻
市
出
身
の
私
に

も
通
じ
る
も
の
が
あ

っ
た
。
戦
争

や
震
災
の
記
憶
を
後
世
に
語
り
伝

え
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と

考
え
、
柳
川
さ
ん
の
支
援
を
し
て

い
る
。

講
演
会
で
柳
川
さ
ん
は
長
崎
で

の
生
々
し
い
被
爆
体
験
を
語

っ
た

あ
と
、
日
本
の
遠
い
将
来
の
た
め

に
「
雅
子
斃
れ
ず
」
を
世
に
残
し

て
く
れ
た
亡
き
父
に
改
め
て
感
謝

し
て
い
る
と
述
べ
、
学
生
を
含
む

満
員
の
受
講
者
に
深
い
感
動
を
与

え
た
。
講
演
会
は
マ
ス
コ
ミ
に
も

公
開
さ
れ
、
全
国
紙
で
大
き
く
報

道
さ
れ
た
。

柳
川
さ
ん
の
父
石
田
壽
さ
ん
は
、

戦
前
東
京
地
裁
で
初
の
陪
審
裁
判

を
担
当
。
昭
和
万
年
全
国
に
先
が

け
て
長
崎
地
裁
で
証
人
尋
間
の
録

音
実
験
を
試
み
、
昭
和
２８
年
京
都

地
裁
所
長
時
代
に
「
原
爆
物
語
」

と
題
し
て
、
長
崎
で
の
被
爆
の
状

況
に
つ
い
て
講
演
し
、
そ
の
録
音

記
録
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
数
年

前
判
明
し
た
。
驚
く
べ
き
先
見
性

と

い
う
ほ
か
は
な

い
。

講
演
会
当
日
、
私
と
同
じ
シ

ニ

ア
合
唱
団
仲
間

の
９０
歳

の
女
性

が
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。
昭
和

２０
年
満
州
の
ハ
ル
ピ

ン
高
等
女
学

校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
彼
女
は
、

８
月

９
日
の
午
前
、
突
如

ソ
連
軍

が
満
州
侵
攻
し
て
き
た
時
の
恐
怖

を
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る

と

い
つヽ
。

彼
女

の
父
は
ソ
連
兵
に
強
制
連

行
さ
れ
、
６
年
間
シ
ベ
リ
ア
に
抑

留
さ
れ
た
。
同
じ
日
に
ソ
連

の
満

州
侵
攻
と
、
長
崎

へ
の
原
爆
投
下

と

い
う
歴
史
的
事
件

（前
者

の
た

め
後
者

の
予
定
が
早
め
ら
れ
た
と

の
説
も
あ
る
）
を
遠
く
離
れ
た
土

地
で
体
験
し
た
二
人

の
女
性
が
、

そ
れ
ぞ
れ
戦
後
を
見
事
に
生
き
抜

い
て
、
乃
年

の
時
空
を
超
え

て
同

じ
会
場
に
在
室
し
て
い
る
こ
と
に

私
は
感
動
を
覚
え
た
。
お
二
人
に

共
通
す
る
の
は
、
い
つ
も
明
る
く

前
向
き
な
姿
勢
で
生
き
て
お
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

※
奥
山
興
悦

（弁
護
士

・
元
東
京
高
裁

部
総
括
判
事
）

会
報
誌
に
転
載
し
た

「巻
頭
言
」
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同
期
会

・
会
員
便

り
欄
に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
原
爆
体
験
者
の
講
演
会
に

洋す
ぃか
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
山
興
悦
（３１回生）
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喜
寿
に
よ
せ
て

手
代
木

扶

（３２
回
生
）

だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
幾

つ
か
例
を
上
げ
る
と
、
滝

川
紘
治
君
、
彼
は
東
大
の

理
学
部
を
卒
業
し
た
あ
と
、

高

エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
研
究

所
で
加
速
器
を
使

っ
た
素

粒
子
、
原
子
核
の
研
究
の

第

一
人
者
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。
そ
の
後
筑
波
大

学
教
授
と
し
て
研
究
と
教

平
成
最
後
の
「
東
京
鰐
陵
会
総

会
」
で
私
達
４
名

（加
藤
、
久
保
、

小
林
、
手
代
木
）
は
喜
寿
の
お
祝

い
を
し
て
い
た
だ
き
記
念
品
を
頂

戴
す
る
と
い
う
光
栄
に
浴
し
ま
し

た
。お

礼
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
私
は
た

ま
た
ま
６
月
に
電
子
情
報
通
信

学
会

（信
学
会
）
か
ら
２５
年
も
前

に
や
っ
た
仕
事
に
対
し
業
績
賞
を

授
与
さ
れ
び

っ
く
り
し
た
と
い
う

話
を
し
た
と
こ
ろ
、
後
で
「
東
京

鰐
陵
」
に
記
事
を
書
く
よ
う
に
要

請
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
的
な
こ
と

も
含
め
２
回
生
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
同
期
生
は
学
術
分
野
に

携
わ

っ
た
人
間
が
多
い
の
が
特
徴

育
に
当
た
り
ま
し
た
。
し
か
し
残

念
な
こ
と
に
昨
年

８
月
急
逝
さ

れ
、
私
達
は
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。
阿
部
欣
悦
君
は
東

北
大
理
学
部
で
数
学
の
学
位
を
取

得
後
、
単
身
渡
米
し
、
数
学
者
と

し
て
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
や
ジ
ョ
ン

・

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
教
鞭
を
と
り

ま
し
た
。
小
林
喬
郎
君
は
私
と
同

じ
東
北
大
工
学
部
の
博
士
課
程
を

修
了
し
た
後
、
電
気
通
信
研
究
所

で
レ
ー
ザ
ー
レ
ー
ダ
を
用
い
た
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
研
究
に
従

事
し
、
そ
の
後
福
井
大
学
に
移
籍

し
研
究
と
教
育
に
当
た
り
ま
し
た
。

彼
も
今
回
本
紙
に
記
事
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
同
期
で
大
学
教
授

と
し
て
活
躍
し
た
人
間
が
何
人

も
い
ま
す
。
我
々
の
中
に
は
ア
カ

デ
ィ
ミ
ズ
ム
ヘ
の
憧
れ
の
よ
う
な

も
の
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
は
恩
師
の
方
々
の
直

接

・
間
接
の
影
響
が
あ

っ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
冒
頭
述
べ
た
業
績
賞
で
す

が
、
当
時
私
は
、
郵
政
省
電
波
研

究
所
で
衛
星
通
信
の
研
究
に
従
事

す
る
傍
ら
信
学
会
の
「
ア
ン
テ
ナ

伝
播
研
究
会

（
Ａ
Ｐ
研
）
」
の
委
員

長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
研

究
会
は
研
究
発
表
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
の
他
、
若
手
を
育
成
す
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
私
は
後
者
が
大
事
だ
と

考
え

て

い
た

の
で
、
委
員
長
に

就
任
後

「
ア
ン
テ
ナ
伝
搬
解
析

手
法
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
Ａ
Ｐ
研

Ｗ
Ｓ
）
」
と

い
う
若
手
研
究
者

・

技
術
者
を
養
成
す
る
勉
強
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
Ｗ
Ｓ
は
、

受
講
者
フ
ア
ー
ス
ト
に
徹
し
た
も

の
で
、
受
講
者

の
実
力
を
向
上
さ

せ
る

の
に
大
変
有
効

で
あ

っ
た

た
め
、
そ

の
後
も
継
続
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
８０
回
を
超
え
る
Ｗ
Ｓ
が
開

催
さ
れ
、
延
べ
５
千
人
を
超
え
る

人
々
が
受
講
し
ま
し
た
。

今
で
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
は

誰
も
が
当
た
り
前
に
持

つ
時
代
に

な
り

ま

し
た
ｃ

こ
れ
を
支
え
る

た
め
多
く

の
研

究
者
や
技
術
者

が
活
躍
し
て
い

る

わ

け

で

す

が
、
本

Ｗ
Ｓ
で

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

を
積
ん
だ
人
達

が
そ
の
中
核
的

役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
そ

れ
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
万
年

前

の
仕
事
に
対

し
て
教
育
分
野

の
業
績
賞
を
受

データ中継用マルチビームアンテナ

賞
す
る
こ
と
に
な

っ
た
次
第
で
す
。

通
常
業
績
賞
と

い
う

の
は
、
研
究
、

開
発
、
標
準
等

で
の
優
れ
た
成
果

に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
も

の
で
、

受
賞
は
原
則

一
人
１
回
と
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

実
は
私
も
平
成

１０
年
に

「
衛
星

間
通
信
用

マ
ル
チ
ビ
ー
ム
フ
エ
ー

ズ
ド
ア
レ
ー
ア
ン
テ
ナ
の
開
発
」

で
受

賞

し

て

い
ま

す
。
こ

の
ア

ン
テ
ナ
は
技
術
試
験
衛
星

Ⅵ
型

（

Ｅ

Ｔ

Ｓ

Ｉ

Ｖ

Ｉ

）

に

搭

載

さ

れ

、

様
々
な
宇
宙
で
の
実
証
実
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
宇
宙
実
験
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
は
米
国
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
高
層

大
気
観
測
衛
星

（
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と

の
デ
ー
タ
中
継
実
験
に
成
功
し
、

「
国
際
相
互
運
用
性
」
の
確
立
に

も
貢
献
し
た
こ
と
で
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
業
績
賞
は
原

則

一
人
１
回
な
の
で
す
が
、
教
育

分
野
は
研
究

。
開
発
分
野
と
は
別

に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、

私
が
”
年
の
業
績
賞
の
歴
史
の
中

で
初
め
て
２
回
受
賞
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
少
し
は
自
慢
で

き
る
珍
し
い
記
録
だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。

※
手
代
木
氏
が
受
賞
し
た

「業
績
賞
」

の
受
賞
理
由
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

の

″
同
期
会

・
会
員
便
り
〃

欄
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

参
照
下
さ
い
。
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特
別
寄
稿

０

喜
寿
を
迎
え
て

～
持
続
可
能
な
地
球
環
境
を
残
す
夢
～

小
林

喬
郎

（３２
回
生
）

最
近
、
世
界
各
地
で
地
球
温
暖
化

に
よ
る
異
常
気
象
や
台
風
の
災
害
が

増
え
て
き
た
。
石
炭
や
石
油
な
ど
化

石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り
放
出
さ
れ
る

炭
酸
ガ
ス
な
ど
が
原
因
と
の
報
告
を

気
候
変
動
政
府
間
パ
ネ
ル
ー
Ｐ
Ｃ

Ｃ
が
出
し
て
い
る
。
産
業
革
命
か
ら

２
ｏ
ｏ
ｏ
年
ま
で
の
世
界
平
均
気
温

上
昇
が
１
・
０
℃
で
あ
る
が
、
現
状

の
ま
ま
で
は
２
０
５
０
年
に
は
２
～

３
℃
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

地
球
の
大
気
や
海
洋
、
極
域
、
生
物

圏
な
ど
の
自
然
環
境
の
詳
細
な
調
査

研
究
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

１
９
６
ｏ
年
春
に
石
巻
高
校
を
卒

業
し
、
趣
味
で
あ
っ
た
電
子
工
学
や

通
信
工
学
分
野
の
世
界
で
有
名
な
地

元
の
大
学
に
入
学
し
た
。
そ
の
後
に

卒
業
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
選
ん
だ
の

が
、
発
明
直
後
の
レ
ー
ザ
ー
の
原
理

の
理
解
と
改
善
で
あ
っ
た
。

夜
空
に
レ
ー
ザ
ー
の
光
を
放
つ
と

雲
や
霧
、
さ
ら
に
は
肉
限
に
は
見
え

な
い
大
気
分
子
や
汚
染
ガ
ス
な
ど
か

ら
も
微
弱
な
光
が
戻
っ
て
く
る
こ
と

に
不
思
議
さ
と
興
味
を
抱
い
た
。
当

時
の
我
が
国
は
高
度
経
済
成
長
期
で
、

各
地
の
工
場
の
排
煙
や
車
の
排
気
ガ

ス
に
よ
る
公
害
問
題
が
多
発
し
て
苦

し
ん
で
い
た
。

大
学
の
研
究
者
と
な
り
、
公
害
物

質
を
遠
隔
的
に
測
定
す
る
ラ
イ
ダ
ー
、

ま
た
は
レ
ー
ザ
ー
レ
ー
ダ
ー
と
呼
ば

れ
る
装
置
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
高

性
能
な
レ
ー
ザ
ー
の
提
案
や
新
し
い

ラ
イ
ダ
ー
の
計
測
方
式
を
提
案
し
て

実
験
に
よ
る
実
証
を
試
み
た
。
半
世

紀
に
わ
た
る
大
学
で
の
共
同
研
究
員

や
教
え
子
達
は
光
工
学
分
野
で
活
躍

し
て
お
り
、
彼
ら
と
の
同
窓
会
が
何

よ
り
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

９０
年
代
に
は
、
米
国
や
欧
州
の
航
空

宇
宙
技
術
研
究
機
関
と
連
携
し
て
、
人

工
衛
星
に
レ
ー
ザ
ー
を
搭
載
し
て
地

球
の
人
気
を
計
測
す
る
ス
ペ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
国
際
会
議
の
日
本
で
の
開
催

を
数
回
企
画
し
て
実
現
し
た
。
そ
の
後
、

米
国
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
や
欧
州
の
Ｅ
Ｓ
Ａ

で
は
多
数
の
ラ
イ
ダ
ー
を
打
ち
上
げ

て
、
雲
や
粒
子
や
風
の
高
度
分
布
デ
ー

タ
を
取
得
す
る
技
術
を
確
立
し
た
。

一
方
、
日
本
で
は
図
１
の
様
な
ラ

イ
ダ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
政
府
の
審
議
会
等

に
提
案
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
財
政

な
ど
の
制
限
か
ら
未
だ
に
打
ち
上
げ

が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
昨
年
末
に

ス
ペ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
国
際
会
議
が

中
国
で
開
催
さ
れ
て
日
本
の
現
状
技

術
な
ど
の
講
演
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ

こ
で
地
球
温
暖
化
を
監
視
す
る
新
た

な
ス
ペ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
重
要
性
と

大
国
の
科
学
技
術
の
役
割
に
つ
い
て

の
意
見
を
述
べ
て
き
た
。
最
近
の
中

国
は
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
経
済

大
国
と
な
り
、
米
国
に
も
劣
ら
な
い

大
量
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
粒
子
や
温
室
効

果
ガ
ス
を
放
出
し
て
い
て
首
都
北
京

の
空
が
厚
い
霞
と
雲
に
覆
わ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

一
方
、
２
０
１
６
年
に
発
効
し
た

温
暖
化
対
策
の
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」

で
は
、
平
均
気
温
上
昇
を
１
・
５
℃

に
抑
え
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
さ

ら
に
国
連
で
は
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
全
加
盟
国
が
達
成
を
目
指
す
「持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

を
決
め
て
積
極
的
な
対
策
や
政
策
を

推
進
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
米
国
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
の
主
張
か

ら
「パ
リ
協
定
」
か
ら
の
離
脱
を
宣
言

し
て
、
混
沌
と
し
た
政
治
情
勢
に
突
入

し
た
。
さ
ら
に
は
最
近
の
国
際
共
同

研
究
で
は
、
今
世
紀
末
に
は
約
５
℃

の
大
き
な
気
温
上
昇
に
な
り
、
限
界

点
を
越
え
て
南
極
大
陸
な
ど
の
雪
解

け
に
よ
り
海
水
面
上
昇
が
６０
ｍ
に
も

達
し
て
、
世
界
中
の
都
市
が
水
面
下

に
埋
没
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
報
告

さ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
環

境
破
壊
に
苦
し
む
孫
達
世
代
の
不
安

と
不
満
が
近
い
将
来
大
き
な
社
会
間

題
と
な
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
。

そ
こ
で
我
々
は
半

世
紀
に
わ
た
る
光
工

学
や
環
境
科
学
の
研

究
成
果
を
基
に
、
名

称
が
「
レ
ー
ザ
セ
ン

シ
ン
グ
学
会
」
の
新

た
な
学
会
※
を
昨
年

度
に
立
ち
上
げ
た
。

広
域
で
の
大
気
汚
染

や
地
球
温
暖
化
や
異

常
気
象
の
観
測
や
予

報
を
可
能
に
す
る
ラ

イ
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
の

実
現
と
実
用
化
を
目

指
し
て
、
若
い
研
究

者
や
技
術
者
と
の
研

究
活
動
を
開
始
し

た
。
さ
ら
に
は
東
ア

ジ
ア
の
最
高
峰
で
世

G′ oわa′

界
遺
産
の
富
士
山
域
へ
の
ラ
イ
ダ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
置
し
て
、
気
象

や
環
境
の
新
規
な
情
報
を
取
得
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
開
始
し
た
。
昨
年

夏
に
は
学
生
や
若
手
研
究
者
と

一
緒

に
登
山
し
て
、
富
士
山
頂
の
歴
史
的

な
レ
ー
ダ
ー
測
候
所
で
の
調
査
研
究

を
行
っ
た
ｃ

喜
寿
を
迎
え
て
、
地
球
環
境
の
持

続
可
能
な
限
界
と
自
分
の
健
康
と
執

念
の
限
界
を
見
つ
め
な
が
ら
、
時
の

流
れ
の
過
ぎ
行
く
早
さ
を
痛
感
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
。

※

〓
Я
Ｏ
∽
、̈、一夕
ｏ
７
稀
コ
∽一・
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場

所

を

創

る

～
原
点
は
石
巻
の
造
形
教
室
～

「
会
報
誌

に
寄
稿
を
」
と

の
依

頼
を
受
け
、
自
分

の
今
ま
で
の
来

し
方
を
振
り
返

る
機
会
を
頂
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
現
在
、

芝
浦

工
業
大
学
建
築
学
部

で
教

鞭
を
と
り

つ
つ
、
『
ス
タ
ジ
オ
ト

ポ
ス
』
と

い
う
建
築
設
計
事
務
所

を
主
宰
し
、
二
足

の
草
軽
を
履
く

日
々
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。

私
が

こ
の
２

つ
の
仕
事
を
す

る
き

っ
か
け
を
作

っ
て
頂

い
た
の

が
石
巻

の
造
形
教
室

『
ア
ト
リ

エ

コ
パ
ン
」
を
主
宰
し
て
い
る
恩
師

の
新
妻
健
悦
先
生
で
す
。

私
は

『
ア
ト
リ

エ
コ
パ
ン
』
ヘ

中
学
に
な

っ
て
か
ら
通

い
始
め
た

の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
幼
稚
園
児

で
あ
ろ
う
と
、
中
学
生

で
あ
ろ
う

と
、
表
現

の
世
界
で
は
年
齢
に
は

関
係
な
く
創
作
に
没
頭
し
脳
み
そ

が
痺
れ
る
く
ら

い
集
中
し
て
作
品

を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

谷
口
大
造

（５５
回
生
）

新
妻
先
生
は
毎
週
異
な
る
テ
ー

マ
や
モ
チ
ー
フ
を
考
え
て
、
子
供

た
ち
に
ぶ

つ
け
て
き
ま
し
た
。
い

ま
振
り
返
る
と
ず

い
ぶ
ん
と

ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
そ
れ
自
体
が
現
代

ア
ー
ト
の
領
域
に
あ

っ
た
と
思

い

ま
す
。
し
か
し
当
時
は
そ
ん
な
難

し

い
こ
と
は
考
え
ず
に
、
毎
回
毎

回
、
驚
き
と
感
動
と
と
も
に
自
分

の
中
の
価
値
観
や
何
気
な

い
風
景

が
カ
チ
カ
チ
と
変
化
し
て
視
え
て

い
く

の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
私
の
原
風
景
と
も

い
え
る
ア
ト

リ

エ
も

３

・
Ｈ
の
大
震
災

の
時
に死者を悼む建築(町 田の斎場)

‐
‐ 絆膠"■=

は
浸
水
し
、
ア
ト
リ
エ
か
ら
出
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
子
供
た
ち
の
作
品
が
水

に
浸
り
、
姿
を
変
え
て
い
く
様
を

見
て
い
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
無

念
だ

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

私
が
主
宰
し
て
い
る
設
計
事

務
所

『
ス
タ
ジ
オ
ト
ポ

ス
』
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語

で
場
所
を
意
味
し
ま
す
。
建
築
は

１
つ
の
場
所
に
１
つ
の
も
の
し

か
作
れ
ま
せ
ん
の
で
、
周
辺
の
環

境
や
建
築
を
使
う
人
た
ち
の
気
持

ち
が
、
そ
の
「
場
所
」
に
投
影

で

き
る
よ
う
な
建
築
を
創
り
た
い
、

と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
、
照
明
器
具
や

椅
子
な
ど
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ

ン
、
住
宅
、
集
合
住
宅
、
寺
院
な

ど
の
建
築
か
ら
地
方
都
市
の
市
街

地
活
性
化
や
景
観
計
画
策
定
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
と
幅
広
く
手
が
け

て
い
ま
す
。
私
に
と

っ
て
デ
ザ
イ

ン
す

る
対
象

の
ス
ケ
ー

ル
が
異

な

っ
て
も
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
た

ち
と

の
対
話
、
そ

の

「
場
所
」
と

の
対
話
、
そ
し
て
自
分

の
中

の
気

付
き
と
の
対
話
を
大
切
に
す
る
こ

と
は
常
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
気
持
ち
で
大
学
で

も
学
生
た
ち
と
向
き
合

っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
設
計
課
題

の
テ
ー

マ

は

一
緒
で
も
、
学
生

一
人
ひ
と
り

と
対
話
す
る
と
全
く
異
な
る
指
向

性
が
み
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
見

つ
け
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
か
は
個
人
に
よ

っ
て
異
な

っ
て

き
ま
す
が
、
何
か
を
教
え
る
の
で

は
な
く
、
何
か
気
付
き
を
与
え
ら

れ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

スキーリフト乗り場

まちづくリワークショップ

研
究
室
で
は
産
学
連
携

で
ス

キ
ー
リ
フ
ト
乗
り
場
の
デ
ザ
イ
ン

か
ら
、
塩
尻
市
中
心
市
街
地
の
デ

ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、

白
馬
村
の
景
観
画
策
定
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
学
生
た
ち
が

実
社
会
か
ら
学
べ
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
住
民
と
の
ま
ち
づ
く

リ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
は
リ

ア
ル
な
社
会
問
題
に
触
れ
る
貴
重

な
機
会
で
、
学
生
の
心
の
中
が
カ

チ
カ
チ
と
変
化
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
建
築
の
設
計
活
動

と
大
学
で
の
教
育
研
究
活
動
の
基

本
は
、
新
妻
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ

と
で
す
。
『
ア
ト
リ
エ
コ
パ
ン
」
で

経
験
し
た
ワ
ク
ワ
ク
と
ド
キ
ド
キ

を
、
私
自
身
が
ど
の
よ
う
に
表
現

し
て
い
け
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
も

模
索
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

《プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

谷
口
大
造

（た
に
ぐ
ち
た
い
ぞ
う
）

「
９
６
４
年
ブ

ラ
ジ

ル

・
サ
ン
パ
ウ

ロ
生
ま
れ
。

８３
年
石
巻
高
等
学
校
卒
業
。

８９
年
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究

科
建
築
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

８９
年
丹

下
健
三
・都
市
・建
築
設
計
事
務
所
入
所
。

９９
年
ス
タ
ジ
オ
ト
ポ

ス
設
立
。

０４
年
鳥

取
環
境
大
学
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教

授
。

１０
年
芝
浦
工
業
大
学
デ
ザ
イ
ン
エ

学
部
教
授
。
フ
年
芝
浦
工
業
大
学
建
築

学
部
教
授
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思
い
出
の
東
京
鰐
陵
会

③

東 京 鰐 陵 乃ヶ G″力″響 ――――

長
年
桐
朋
学
国
内
に
あ

っ
た
東
京

鰐
陵
会
の
事
務
局
は
、
鰐
陵
出
身

の

先
生
方
に
事
務
処
理
な
ど
を
頼

っ
て

い
た
の
だ
が
、
先
生
方
も
要
職
に
就

か
れ
た
り
で
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
手

伝

い
が
難
し
く
な
り
、
移
転
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
昭
和

％
年
頃
か
ら
話
は
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、

移
転
問
題
が
議
題
と
し
て
上
程
さ

れ
た

の
は
昭
和
６０
年

Ｈ
月

ｂ
日
第

８
回
総
会
で
、
正
式
に
承
認
さ
れ
た

の
は
昭
和

６２
年

Ｈ
月

１３
日
青
山
会

館

で
開
催
さ
れ
た
第

９
同
総
会

に

於
て
で
あ

っ
た
。
移
転
に
時
間
が
か

か

っ
た
の
に
は
理
由
が
あ

っ
た
。

生
江
義
男
先
生

（
７
回
生
）
が
第

２
代
東
京
鰐
陵
会
会
長
に
就
任
さ

れ
る
と
き
、
事
務
局
長
に
高
橋
良
さ

ん

（
１５
回
生
）
を
指
名
し
、
事
務
局

も
高
橋
さ
ん
が
社
長
職
に
あ

っ
た
全

日
本
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
ヘ
移
転
す
る

よ
う
に
お
願

い
し
た
。

し
か
し
高
橋
さ
ん
は
著
名
人

で

あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
出
た
が

ら
ず
屋
」
の
模
範
生
の
よ
う
な
方
で
、

生
江
先
生
の
説
得
に
も
、
『私
ご
と
き

車
夫

・
馬
丁
の
徒
輩
が
東
京
鰐
陵
会

と
い
う
名
誉
あ
る
組
織
の
事
務
局
長

な
ど
、
と
て
も
引
き
受
け
る
こ
と
は

出
来
な

い
』
と
固
辞
さ
れ
た
。
事
務

局
員
の
２１
回
生

・
菅
野
七
三

郎
、
高
代
茂
、
星
澤
欣

二
、

２２
回
生

・
古
田
悦
雄
、

２７
回

生

。

一宅
哲
、
知
回
生

・
首

藤
光
春
、

３１
回
生

・
阿
部
進
、

阿
部
典
明
な
ど
も
会
社
を

訪
れ
頭
を
下
げ
た
も
の
だ
。

後
輩
た
ち
の
懇
願
に
根
負

け
し
た
良
さ
ん

（と
呼
ば
れ

て
慕
わ
れ
て
い
た
）
は
「
先

輩
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
こ
な

い
こ
と
」
を
条
件
に
よ
う
や

く
受
諾
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

心
無
い
先
輩
が
い
る
も
の
で

「ど
う
し
て
高
橋
君
が
事
務
局
長
な
ん

だ
？
」
と
詰
間
の
電
話
が
あ

っ
た
と
い

う
。
「
三
宅
君
、
約
束
が
違
う
じ
ゃ
な

い
か
」
と
叱
責
さ
れ
た
。
「
そ
の
先
輩

の
名
前
を
教
え
て
く
だ
さ
い
、
談
判

し
て
き
ま
す
か
ら
」
と
申
し
出
た
の
だ

が
、
つ
い
に
教
え
て
は
く
れ
な
か
っ
た
）

思
う
に
人
の
不
名
誉
に
な
る
こ
と
は

日
外
し
な

い
、
と

い
う
良
さ
ん
ら
し

い
先
輩

へ
の
気
配
り
で
あ

っ
た
ろ
う
．

第

９
同
総
会

で
承
認
を
得
た
高

橋
事
務
局
長
の
最
初
の
発
案
は
、
会

報

（新
聞
）
の
発
行

で
あ

っ
た
ｃ
日

的
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
ツ
ー

ル
と
し
て

一
層
会
に
関
心
を
持

っ
て

も
ら
い
、
か

つ
新
聞
製
作
費
と
し
て

一
口
２
千
円

の
協
力
と
企
業
広
告

に
よ
る
寄
付
金
を
お
願

い
す
る
こ
と

で
、
事
務
経
費

の
安
定
を
は
か
る
こ

と
に
あ
る
。
幸

い
多
く

の
協
力
者
の

お
蔭
で

『東
京
鰐
陵
準
第

１
号
を
平

成
元
年

１
月

に
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
良
さ
ん
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仲
間
か

ら

「
こ
ん
な
立
派
な
会
報
を
出
し
て

い
る
同
窓
会
は
他
に
な

い
よ
」
と
褒

め
ら
れ
た
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
て

お
ら
れ
た
お
顔
を
、
い
ま
も
鮮
明
に

思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

事
務
局
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
広

い

社
長
室
で
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
我
々

が
伺
う
日
は
秘
書
の
方
に

一
切
業
務

連
絡
な
ど
し
な
い
よ
う
に
指
示
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。
さ
ぞ
か
し
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

平
成

３
年
、
生
江
会
長
が
亡
く
な
ら

れ
、
第

３
代
東
京
鰐
陵
会
会
長
を
引

き
継

い
で
か
ら
も
、
事
務
局
員
は
変

わ
る
こ
と
な
く
体
制
を
継
続
し
た
。

高
橋
良
さ
ん
は
大
正

螂
年
河
南

町
の
生
ま
れ
。
生
江
先
生
の
教
え
子

で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
専
務
理
事

・
技
師

長
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
後
全
日
本
テ

レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
帥
一
（現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
イ

テ
ッ
ク
）
の
社
長
に
就
任
。
Ｆ
Ｍ
放

送
、
衛
星
放
送
技
術
の
先
駆
者
と
し

て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
高
品

位
テ
レ
ビ
研
究
開
発
の
功
績
で
、
昭

和
”
年
、
第

１３
回
モ
ン
ト
ル
ー
国
際

テ
レ
ビ
シ
ン
ポ
ジ

ユ
ー
ム
金
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
る
。

社
長
を
退
任
後
は
、
東
京
会
館
で

の
例
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｏ
Ｂ
会
に
出
席

さ
れ
た
後
、
私

の
事
務
所
に
寄
り
、

よ
も
や
ま
話
を
し
て
い
く
の
が
慣
例

に
な

っ
た
。
も
う
時
効
だ
と
思
う
の

で
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ひ
と

つ
ｃ

良
さ
ん
は
奥
様
同
伴

の
海
外
出

張
中
に
奥
様
を
亡
く
さ
れ
た
の
だ
が
、

数
年
後
、
親
し

い
友
人
た
ち
が

「
高

橋
君
の
再
婚
を
奨
め
る
会
」
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
推
薦
す
る
女
性
候
補
を
持

ち
寄

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
の
中

で
千
葉

突

先
生

（
１７
回
生

・
桐
朋
学

園
校
長
の
ち
理
事
長
）
が
学
園
出
の

女
優

・
栗
原
小
巻
さ
ん
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
全
員
が
猛
反
対
。
良
さ
ん
日

く

「
あ
ん
な
に
再
婚
を
奨
め
て
お
き

な
が
ら
、
こ
ろ

っ
と
手
の
ひ
ら
返
し

て
ｉ
。
や

っ
か
み
だ

い
っ
ち

ゃ
」
と

笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ

っ
た
ｃ

良
先
輩
は
平
成
１８
年
６
月
に
逝
去

さ
れ
た
が
、

１０
月
６
日
東
京
会
館
で

「
高
橋
良
　
お
別
れ
の
会
」
が
執
り
行

わ
れ
た
。
会
場
に
は
往
時
を
偲
ぶ
た

く
さ
ん
の
写
真
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
中
に
小
巻
さ
ん
と

の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
見

つ
け
た

時
は
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
驚
き
だ

っ
た
。

業
界
で
は

「
カ
ミ
ソ
リ
高
橋
」
と

長
敬
さ
れ
た
方
だ
が
、
後
輩
に
は
い

つ
も
聞
き
役
に
同
ら
れ
、
意
見
を
尊

重
し
て
後
押
し
し
て
く
だ
さ
る
良
き

先
輩
で
あ

っ
た
。

事
務
局
移
転
う
ら
話
三
宅

哲

（２７
回
生
）

1陵
婁 弟

~lЭ
園 椰 1云

第15回総会で挨拶する高橋良さん(15回 生、左から2人 目)

Hll.1113全 日空ホテル
左から:佐々木敬二(15)、 高橋良(15,NHKア イテック顧問)、 伏見
和郎(14・ 東大名誉教授)、 白澤(旧 姓石母田)純 (10・ 藤波小道具社長)

左から:阿 部進 (31)、 後藤芳蔵 (20)、 高橋金雄 (17)、 福原襲治郎(17)

高橋良(15)、 三宅哲(27)H]16.18 人形町三原堂で
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『ラ
グ
ビ
ー
賛
歌
』
誕
生
か
ら
普
及
へ

原
点
は
鰐
陵
魂
に
あ
り

首
藤

光
春

（３０
回
生
）

五
輪

・
サ

ッ
カ
ー
と
並
ぶ

一
世

界

３
大

ス
ポ

ー

ツ
の
祭
典

」
の

一
角
を
担
う

ラ
グ
ビ

ー

ワ
ー

ル

ド
カ

ッ
プ
が
盛
り
上
が

っ
て

い

る
。
ア
ジ
ア
初

の
開
催
は
画
期
的

な
意
義
深

い
大
会

で
あ

る
こ
「
ラ

グ
ビ
ー

マ
ガ
ジ

ン
」
「
ラ
グ
ビ

ー

ワ
ー
ル
ド
」
誌
編
集
に
携
わ

っ
て

き
た
筆
者

に
と

っ
て
は
夢

か
幻

か
？
信

じ
が
た

い
出
来
事

に
思

え
た
も

の
で
あ
る
ｃ
ま
さ
に
千
載

一
遇
）
「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
何
か

役
立
て
る
事
は
な
い
か
。
」
、
ラ
グ

ビ
ー
の
海
外
取
材
で
常
に
感
動
の

増
渦
に
打
ち
震
え
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
母
国
で
あ
り
国
技
と

す
る
英
国
４
カ
国
で
の
試
合
会

場
を

７
～

８
万
人
で
埋
ま
る
大

観
衆
が
大
合
唱
す
る
ラ
グ
ビ
ー

ソ
ン
グ
だ
。
そ
れ
は
圧
巻
の
極
み

だ
。
「
い
つ
か
は
日
本
で
も
…
」
野

望
、
捨
て
難
し
ｃ
作
曲
の
心
得
な

し
な
ら
歌
詞
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る

じ

ゃ
な

い
か
。
「
よ
し
、
ト
ラ
イ
し

よ
う
―
」
願
望
と
現
実

の
違

い
を

悟
り
作
詞
に
タ

ッ
ク
ル
．
ス
ト
ー

リ
ー
に
こ
め

る
最
大

ポ
イ

ン
ト

は

ラ
グ
ビ
ー

ス
ピ

リ

ッ
ツ
を

３

番
ま
で
に
散
り
ば
め
る
こ
と
。
０

ワ
ン
フ
オ
ア
オ
ー
ル

②

フ
ェ
ア

プ
レ
１

０

ノ
ー
サ
イ
ド
。
何
と

か
完
成
に
こ
ぎ

つ
け
る
。
青
学
大

ラ
グ
ビ
ー
部
時
代
の
先
輩

・
同
期

に
相
談
を
仕
掛
け
る
。
有
志
が
現

れ
る
。
こ
の
話
題
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
サ

ン
デ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
が
取
材
に
応

じ
て
く
れ
た
。
１
月
６
日
「
勇
者

神一権」
¨̈
・一̈輔
¨

務
嗜
”一̈
鳳
］湘
艦

た
ち
の
ナ
イ
ス
ト
ラ
イ
」
は
全
国

放
送
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
を
飾
る
こ

と
が
で
き
た
。
映
像
デ
ビ

ュ
ー
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
登
録
済
み
で

日
々
カ
ウ
ン
ト
を
重
ね
て
い
る
。

活
字
で
は
「
石
巻
か
ほ
く
」
が
１

月
１９
日
付
ト
ッ
プ
紙
面
で
取
り
上

げ
る
光
栄
に
預
か

っ
た
。
普
及
は

こ
れ
か
ら
だ
。
思
え
ば
こ
こ
ま
で

こ
ぎ
つ
け
た
原
点
は
鰐
陵
に
あ

っ

た
。
「
♪
朝
潮
の
寄
す
る
磯
辺
に

眉
清
く
我
等
集

へ
り
…
」
、
も
は

や
眉
は
薄
く
頭
髪
は
な
し
で
音
を

偲
ぶ
縁
な
し
。
そ
れ
で
も
石
高
唯

一
の
全
国
制
覇

（
２６
回
生
の
国
体

優
勝
）
の
名
門
ラ
グ
ビ
ー
部
に
手

を
染
め
た
ら
足
を
洗
え
ず
と
な
り

余
命
幾
許
か
の
馬
齢
を
重
ね
て
し

ま

っ
た
が
鰐
陵
の
学
び
舎
で
の
綱

領

「質
実
剛
健
」
「進
取
独
創
」
一進

運
は
自
ら
開
拓
す
べ
し
」
の
魂
を

わ
れ
ら
雄
心
会

（
”
回
生
）
メ
ン

バ
ー
そ
し
て
石
高
ラ
グ
ビ
ー
部

・

Ｏ
Ｂ
会
に
改
め
て
リ
ス
ペ
ク
ト

し
つ
つ
衿
持
と
し
た
い
。

《
一
》

熱
き
血
潮

燃
ゆ
る
闘
魂

す
べ
て
を
込
め
ろ

楕
円
球

今
ぞ
起
き
て

勇
者
ラ
ガ
ー
マ
ン

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン
の
絆

讃
え
よ
う

ワ
ン
フ
オ
ア
オ
ー
ル
で

ナ
イ
ス
ト
ラ
イ
ー

《
二
》

肉
弾
相
討

つ

心
の
火
花

果
敢
な
タ
ツ
ク
ル

が

っ
ち
り

ス
ク
ラ
ム

今
ぞ
決
め
ろ

勇
者
ラ
ガ
ー
マ
ン

フ
エ
ア
プ
レ
ー
精
神

讃
え
よ
う

ワ
ン
フ
オ
ア
オ
ー
ル
で

ナ
イ
ス
ト
ラ
イ
ー

《
一一一》

響
き
渡
る
鉄
笛

ス
タ
ン
ド
ま
で

尊
重
す
べ
き
は

レ
フ
エ
リ
ン
グ

激
闘

エ
ン
ド
　
ノ
ー
サ
イ
ド

生
ま
れ
る
友
情

讃
え
よ
う

ワ
ン
フ
オ
ア
オ
ー
ル
で

ナ
イ
ス
ト
ラ
イ
ー

石巻ラグビー場柿落しで東京鰐陵会ラガークラブの集合

一̈一一̈］］一一［一一̈一］］̈̈̈一］̈̈̈̈一】一一̈̈̈̈̈
¨̈̈̈̈̈
¨̈　一

W杯応援ラグビー櫻歌
石巻出身の首藤さん作詞

石巻かほく 2019年 (平成 31年 )1月 19日 (土 )掲載

月
刊
話

コ
フ
グ
ビ
ー
マ
ガ
ジ
ン
こ
の
初
代
い襴
果^
長
を
務
め
た
石
巻
市
出
身
の
首
藤
光
春
さ
ん
７^８
）―
菫
京
都
町
田
市
―
が
、

今
年
国
内
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（Ｗ
杯
）
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
ラ
グ
ビ
ー
贅
歌
「興
者
た
ち
の
オ
イ

ス
ト
ラ
イ
」
を
制
作
し
た
。
ノ
ー
サ
イ
ド
の
構
神
な
ど
を
つ
づ
っ
た
マ
ー
エ
関
の
出
で
、
選
手
た
ち
の
士
気
を
高
め
る
一方
、

フ
ァ
ン
も
親
し
め
る
楽
由
に
な
っ
て
い
る
。
首
藤
さ
ん
は
「国
内
の
各
種
大
会
で
も
ラ
グ
ビ
ー
ソ
ン
グ
と
し
て
歌
わ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
、
国
民
的
な
軟
と
し
て
の
広
が
り
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

心
が
弾
む
マ
ー
チ
調

友
人
た
ち
協
力
一払
が

っ
て
守
馬
塾有
一期
（付

一
作
曲
家
下
山
葵
二
さ
ん
（０
）が

一
作
曲
を
手
琳
け̈
た
。
小
野
さ
ん

一
の
音
大
生
の
孫
ら
が
歌
唱
し

一　
軟
調
に
は
、

「ワ
ン
・
フ
ォ

一
ア

・
オ
ー
ル
、
オ
ー
ル

・
フ
ォ

一
ア

・
フ
ン
」

（１
人
は
み
ん
な

一醜
い一孵
薦
以
ゆ

一
了
の
管
が
鳴
っ
た
後
に
互
い
の

一
線
蘭

一を
た
た

条

一う
ノ
ー
サ
イ

一
ド
の
鐵
憑
ヽ

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
順

`嗽

日
本
代
表
の
一籠

Ｃ
一年
に

同

行
取
材

し
、
ラ
グ
ビ
ー
発
祥
の

地
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
ど
で
入
場

行
進
や
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で
ラ
グ

ビ
ー
ソ
ン
グ
が
大
合
唱
さ
れ
、

盛
ｎ
■
が
る
場
面
を
何
度
も
日

そ
れ
だ
け
に

「日
本
で
も

い

つ
の
日
か
ラ
グ
ビ
ー
場

が
盛
り

上

が
る
ラ
グ

ビ
ー
ソ
ン
グ

が
ほ

し

い
」
と
考
え

て
い
た
。
そ
ん

な

中
、
Ｗ
“

の
国
内
開
催

が
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、
歌
を
作
る
一

こ
ル
茅
羨
意
し
、
知
人
ら
８^
励
一

カ
を
得
て
３
年
が
か
り
で
一蔵

一

今
後
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

一

ト
ボ
ー
ル
協
会
を
は
じ
め
、
関
二

係
機
関
の
理
予̈
」協
力
を
得
な
一

が
ら
き
ま
ざ
ま
な
形
で
Ｐ
Ｒ
に

一

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
っ
た
石
拳
萬
と

，
学
ラ
グ
ビ
ー

一

「
ラ
グ
ビ
ー
＝

「̈
は
人
つ
く

一
部
、
そ

し
て
日
本
ラ
ク
ビ
ー
界

一

り
に
も
通
じ
る
」
を
持
論
と

す

一
へ
思
返

し
の
余
生
と
し
た

い
」

一

る
首
苺
さ
ん
は

「育

て
て
も
ら

・
と
話

し
て
い
る
．

欧
は
青
山
学
院
大
ラ
ク
ピ
ー

部
時
代
の
０
闘
う
と
作
っ
た
。

首
藤
さ
ん
は
生
０
て
相
彗
し
、

ラ
グ
ピ
ー
部
の
同
期

て
、
ジ

ョ

ン

・
レ
ノ
ン
夫
人
オ

ノ
ョ
ー

コ

さ
ん
の
弟

ハ
野

啓

輔
さ
ん

８^２

）

の
知
人

で
、
五
輸
藁
弓
さ
ん
や

堀
内
孝
雄
さ
ん
ら
多
く
の
ミ

ュ

補難舗‖器1齢‖||

へ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

〓

熱
き
血
潮
一　
燃
ゆ
る
闘
魂
一　
　
　
　
　
肉
弾
担
討
つ
　
心
の
火
花
　
　
　
　
　
響
き
渡
る
鉄
菌
　
ス
タ
ン
ド
ま
で

す
べ
て
を
込
め
ろ
　
楕
円
球
一　
　
　
　
果
敢
な
タ
ッ
ク
ル
　
が
っ
ち
り
　
　
　
尊
重
す
べ
き
は
　
レ
フ
ェ
リ
ン
グ

今
ぞ
起
き
て
　
晟
一者
ラ
ガ
ー
マ
ン
　
　
ス
ク
ラ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
激
闘
エ
ン
ド
の
ノ
ー
サ
イ
ド

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン
の
絆
　
　
　
　
　
　
＾
ス
マ
決
め
ろ
　
勇
者
ラ
ガ
ー
マ
ン
　
　
牛
やま
れ
る
友
情
　
腱
え
よ
う

讚
え
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
構
掲
　̈
議
え
よ
う
　
　
ワ
ン
フ
ォ
ア
オ
ー
ル
で

，
イ
ス

ワ
ン
フ
ォ
ア
オ
ー
ル
で
ナ
イ
ス
　
　
　
ワ
ン
フ
ォ
ア
オ
ー
ル
で

，
イ
ス
　
　
　
ト
ラ
イ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
社
に
入
社
．
プ
ロ

野
メ
巨
人
の
工
質
治
、
長
嬌
茂

雄
選
手
ら
を
取
材
す
る
〓
ヽ

初
の
ラ
グ
ビ
ー
専
門
議

「ラ
グ

ビ
ー
マ
ガ
ジ
ン
」
の
創
刊
に
お

わ
り
、
初
代
編
築
長
と
し
て
ラ

グ
ビ
ー
の
普
及
、
発
展
に
薫
献

ストライ 2019》

IYouTube) https://www.youtu be.com/watch?v=hwg8 I q U PB Lk

QRコード

ラグビーマガジン初代編集長

■ ■
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東 京 鰐 陵 乃″οGルッοローーー

東
京
鰐
陵
会

第

２

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
催
さ
れ
る

千
葉

保
宗

（３４
回
生
）

昨
年
第

１
回

の
オ
ー
プ

ン
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら

「
今
後
、
継
続
し

て

コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
」

と

い
う
声
が
あ
が
り
、
運
営
委
員

会
に
諮

っ
た
結
果
、
継
続
し
て
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
請
け
て
２

０

１

８
年

９
月

１８
日

（火
）
、
東
京
都
内
に
あ

る

『東
京
五
日
市
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
』
で
第

２
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
ゴ
ル
フ
場
は
東
京
都
と
山
梨
県

と

の
県
境
に
あ
り
、
都
心
か
ら

１

時
間
以
内

の
と
こ
ろ
で
す
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
良

い
天
気
に

恵
ま
れ
、
和
気
あ

い
あ

い
と
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
会
員

９
名
、
会
員
外

２
名

の
Ｈ
名
。
当
初

の
計
画
で
は
、

会
員
の
中
で
ゴ
ル
フ
な
ら
参
加
し

た

い
と

い
う
話
が
総
会
出
欠
返
信

葉
書
に
あ
り
ま
し
た

の
で
、
５
組

２０
人
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら

３
組

Ｈ
人

に
な
り

ま
し
た
。

今
回
は

「
新

ペ
リ
ア
方
式
」
で

行

い
ま
し
た
。

結
果
は
、
優
勝
は
久

保
文
征

（
ダ
回
生
）
さ

ん
、
２
位
は
木
村
貴
則

（
”
回
生
）
さ
ん
、
３
位

は
内
崎
光
勘

（％
回
生
）

さ
ん
で
し
た
。
ベ
ス
ト

グ

ロ
ス
は
、
久
保
文
征

（ダ
回
生
）
さ
ん
で
、

７９

と

い
う
素
晴
ら
し

い
ス

コ
ア
で
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト

さ
れ
ま
し
た
。

第

３
回
も

２
０
１
９

年

の

９
月

頃

に
開
催

す
る
よ
う
に
と
の
希
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
．
次

回
は
多
く

の
方
が
参
加

し
て
頂
く
よ
う
早
め
に

計
画
し
、
案
内
を
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

ロ

頑
張

っ
て
ま
す
！

２９
回
生

『傘
寿
の
集
い
ｉｎ
東
京
』
千
葉

弘
二
（２９
回
生
）

「富
久
の
会
」
（
２９
回
生
同
期
会
）
の

メ
ン
バ
ー
が
傘
寿
を
迎
え
る
の
に
あ
た

り
、
女
川
中
出
身
の

「友
和
会
」
と
合
同

で
平
成
３０
年

９

月

「

日
、
『傘
寿
の
集

い
ｉｎ
東
京
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場

の
ホ
テ
ル

「
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
」

に
は
、
先
輩
、
後
輩
各
位
、
そ
れ
に
ご
協

力
を
頂
い
た

「
石
巻
圏
人
会
」
、
「お
な

が
わ
会
」
の
皆
さ
ん
も
集
ま
り
ま
し
た
。

会
場
、
料
理
、
催
物
に
つ
い
て
は
い
つ

も
の
通
り
今
野
勝
幸
君

（
２９
回
生
）
と

千
葉
の
二
人
で
準
備
。

川
崎
で
活
躍
し
て
い

る
和
太
鼓
集
団

「鼓

楽
」
の
演
舞
と
小
林

美
恵
子
さ
ん

（
現
石

巻
圏
人
会
会
長
）
の

応
援
を
う
け
ド
イ
ツ

か
ら
帰
国
し
て
い
た

娘
の
正
枝
さ
ん
と
の

ピ

ア
ノ
と
ヴ

ァ
イ
オ

リ
ン
の
共
演
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

石
巻

・
仙
台

・
京
都
か
ら
駆
け
つ

け
た
５
名
を
含
む
１９
名
な
ど
総
勢

４７
名
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
沼
倉
寿

男
君
（４１
回
生
）
の
司
会
で
ス
タ
ー
ト
。

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
大
い
な
る

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
皆
さ
ま
に
ご

満
足
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
締
め
は
今
丼
寅
二
郎
君

（２９
回

生
）
、
再
会
を
楽
し
み
に
終
宴
と
な

り
ま
し
た
。

晰 の場t

轟
轟鏃

鍼磯貯

in東京
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【
１９
回
生
～
２２
回
生
】

菅
原
　
潔

（１９
回
生
）

家
庭
の
事
情
に
よ
り
当
日
、
会
場
に
行

く
の
が
難
し
い
た
め
、
欠
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
．

村
丼
昭
郎

（１９
回
生
）

体
力
に
自
信
が
な
く
欠
席

い
た
し
ま
す
〓

毎
日
が
終
活
で
す
が
、
い
た

っ
て
元
気

で
す
ｃ
ご
盛
会
を
祈

っ
て
い
ま
す
‐

安
住
重

一
（２０
回
生
）

こ
の
ご
ろ
神
経
痛
と
筋
肉
の
衰
え
で
外

出
す
る
気
に
な
れ
ず
、
今
、
リ

ハ
ビ
リ

中
で
す
．
皆
さ
ま
方
に
よ
ろ
し
く
。

櫻
田
巌

（コ
回
生
）

老
化
現
象
と
開

い
な
が
ら
楽
し
く
生
き

て
い
ま
す
．
石
巻
の

一
日
も
早

い
復
興

を
願

っ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
紀
雄

（２１
回
生
）

体
調
不
良
の
た
め
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま

すヽ
．

山
崎
節
夫

（２１
回
生
）

高
齢
化
、
食
事
制
限
な
ど
で
欠
席
さ
せ
て『青景』(80年代作)画 :熊 倉保夫(28回 生)

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。

阿
部
彦
八

（２２
回
生
）

昭
和
１９
年
の
美
少
年
達
も
少
な
く
な

っ

た
ネ
。
残
り

の
人
生
、
せ
め
て
達
者
で

…
と
。
幸

い
頭
と
口
は
達
者
な
れ
ど
も

足
腰
に
若
干
不
安
。
ご
盛
会
を
―

鈴
木
善
治

（２２
回
生
）

腰
と
膝
の
痛
み
の
た
め
、
遠
出
は
避
け

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
な

つ
か
し
い
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。

吉
田
正
文

（２２
回
生
）

石
巻
中
学
校
４
年

の
と
き
、
転
校
の
た

め
石
巻
を
離
れ
て
７０
年
。
平
成
２８
年

６

月
、
同
期
会
の
「米
寿
を
祝
う
会
」
出
席

の
た
め
石
巻
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
石
巻

も
大
分
遠
く
な
り
ま
し
た
。
仕
事
、
ゴ

ル
フ
、
酒
盛
を
続
け
て
い
ま
す
。
ご
盛

会
を
祈
り
ま
す
。

【
２３
回
生
～
２５
回
生
】

亀
山
兵
吉

（２３
回
生
）

本
年

９
月
末
を
も

っ
て
行
政
書
士
を

廃
業
し
身
軽
に
な
り
ま
し
た

後
輩
諸

君
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
〓

佐
々
木
吉
男

（２３
回
生
）

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
米
寿
に
当
た
る

２
年
後
を
、
無
事
迎
え
ら
れ
る
よ
う
劣

化
激
し
い
身
体
に
あ
れ
こ
れ
の
医
療
補

修
を
試
み
て
い
る
昨
今
で
す
．

野
中
　
浩

（２３
回
生
）

頑
健
を
行

っ
て
は
み
た
も
の
の
、
物
理

的
衰
退
に
は
抗
す
べ
も
な
く
循
環
器
系

の
影
響
か
、
最
近
右
足
の
不
自
由
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
．

芦
原
　
潤

（２４
回
生
）

毎
回

い
つ
か
出
た

い
と
思

い
な
が
ら
、

当
日
に
な
る
と
無
理
と
な

っ
て
し
ま

い

ま
す
。
出
席
し
た
皆
様
方
に
何
分
よ
ろ

し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
事
務
局
の
方
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ｃ

石
川
正
雄

（２４
回
生
）

い
つ
も
中
身
の
濃
い
会
報
を
お
送
り
下

さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
．

私
は
現
在
、
近
く
の
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

週

２
回
通

っ
て
お
り
ま
す
ｃ
麻
雀
、
将

棋
、
碁
、
書
道
、
華
道
、
ゲ
ー
ム
何
で
も

あ
り

、
５０
人
ば
か
り
の
利
用
者
と
す
ぐ

親
し
く
な
れ
ま
す
。
会

の
盛
況
を
祈
念

致
し
ま
す
。

古
座
明
朗

（２４
回
生
）

年

々
、
気
力
、
体
力

の
減
退
を
痛
感
。

盛
会
を
祈
り
ま
す
．

高
山
研
造

（２４
回
生
）

当
日
は
義
理
の
あ
る
先
輩
か
ら
の
要
件

と
重
な
り
、
今
年
は
欠
席
さ
せ
て
下
さ

い
．
盛
会
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

玉
河
信
也

（２４
回
生
）

６
月

９
回

（
土
）
、
東
松
島
野
蒜
か
ら

志
野
健
君
の
上
京
を
機
に
、
在
関
東
メ

ン
バ
ー
の
同
期
生

６
人
で
、
新
宿
で
会

合
し
ま
し
た
。
小
生
、
相
応
に
元
気
に

各
種
会
合
に
出
席
し
て
い
ま
す
．
末
筆

な
が
ら
盛
会
を
お
折
り
し
ま
す
。

手
塚
康
二

（２４
回
生
）

右
足
、
関
節
痛
、
腰
痛

の
た
め
欠
席
致

し
ま
す
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
致

し
ま
す
，

青
沼
義
信

（２５
回
生
）

第
２７
回
総
会
事
務
局
及
び
当
番
幹
事

の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
］
小
生
、

依
然
と
し
て
体
調
が
安
定
せ
ず
不
本
意

な
が
ら
今
回
も
出
席
す
る
こ
と
が
で
き

ず
悪
愧
に
堪
え
ま
せ
ん
。
東
京
鰐
陵
会

の
盛
会
及
び
ご
出
席
の
皆
さ
ん
の
ご
健

勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

津
田
健
三

（２５
回
生
）

生
憎
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

２
７
７
０

地

区

の
地

区
大

会

と

重

な
り

ま

し

た
。
出
席
し
て
同
期
の
元
気
な
姿
を
み

た

か

っ
た

で
す
。
２
０
０
１
年

か
ら

２
０
０
２
年
、
地
区

の
ガ

バ
ナ
ー
を

や

っ
た
も
の
で
す
か
ら
欠
席
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
の
で
。

結
城
常
明

（２５
回
生
）

体
調
不
良
。

【
２６
回
生
～
２７
回
生
】

浅
野
貞
夫

（２６
回
生
）

他
の
会
と
重
複
日
程
と
な
り
残
念
で
す
．

来
年
は
出
席
す
る
よ
う
体
調
管
理
に
努

め
な
が
ら
諸
兄
の
顔
を
思
い
起
こ
し
て

「長
生
き
」
し
ま
す
（
祈
ご
盛
会
．

芳
賀
亥
八
男

（２６
回
生
）

家
内
と
朝
夕
の
散
歩
と
パ
ソ
コ
ン
相
手

に
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
．

及
川
栄
喜

（２７
回
生
）

生
憎
と
１０
日
よ
り
地
方
に
出
か
け
ま
す
．

奥
田
貞
幸

（２７
回
生
）

一
応
、
元
気
で
す
ｃ
朝
夕

の
子
犬

の
散

歩
が
日
課
で
す
．
ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
３

小
松

一
郎

（２７
回
生
）

出
席
で
き
ず
残
念
で
す
。
石
巻

の
復
興

状
況

に

つ
い
て
の
講
演
を
拝
聴
し
た

か

っ
た
の
で
す
が
、
残
念
で
す
．
皆
様

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
．

今
野
啓
司

（２７
回
生
）

胃
全
摘
か
ら

７
年
．
焼
物
だ
け
続

い
て

い
ま
す
。

庄
司
貞
義

（２７
回
生
）

ご
連
絡

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。
鰐
陵
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
出
席
で
き
ず

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

徳
江
　
明

（２７
回
生
）

体
調
を
み
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
散
歩

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
行
政
書

士
業
務
の
合
間
に
、
高
齢
者
向
け
の
体

操
を
し
て
現
状
を
維
持
す
る
の
が
精

一

杯
で
す
．

【
２８
回
生
～
２９
回
生
】

櫻
丼
忠
義

（２８
回
生
）

今
年
の
夏
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷

（広
測
）

に
帰
り
、
か
つ
て
高
校
時
代
の
友
人
が
い

た
女
川
ま
で
行

っ
て
み
ま
し
た
が
、
大

震
災
の
復
旧
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

よ
う
で
気
持
ち
が
晴
れ
ま
せ
ん
で
し
た
．

佐
々
木
利
勝

（２８
回
生
）

足
に
不
備
が
あ
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
．

三
浦
常
和

（２８
回
生
）

高
齢
の
た
め
体
調
が
あ
ま
り
す
ぐ
れ
ず
、

欠
席
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

渡
辺
文
克

（２８
回
生
）

先
輩
に
な
い
い
元
気
に
務
め
て
い
ま
す
。
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ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。

浅
沼
昭
夫

（２９
回
生
）

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
．

石
渡
昭
男

（２９
回
生
）

体
調
不
良

（透
析
週
３
回
）
。

岡
田
　
正

（２９
回
生
）

お
陰
様
で
元
気
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
．

地
域
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
．
皆
様
の

ご
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

鈴
木
　
勲

（２９
回
生
）

幹
事
、
世
話
人
の
方

々
、
い
つ
も
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
自
分
も
８０
歳
で
す

が
、
も
う
少
し
も
う
少
し
と
、
畑
に
詩

吟
に
ゴ
ル
フ
に
と
、
頑
張

っ
て
い
ま
す
じ

【
３０
回
生
～
３１
回
生
】

安
倍
平
和

（３０
回
生
）

ご
健
勝
で
１
皆
様
に
よ
ろ
し
く
じ

今
野
末
治

（３０
回
生
）

返
答
が
遅
れ
て
中
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

盛
会
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

鈴
木
賀
夫

（３０
回
生
）

所
用
の
た
め
欠
席
し
ま
す

．

高
橋
勝
弥

（３０
回
生
）

今

年

１
月

に
妻

が

脳
梗

塞

で
倒

れ
、

日
々
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。
皆
様

も
お
体
を
大
切
に
。

高
橋
　
洋

（３０
回
生
）

都
合
に
よ
り
今
回
は
欠
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
盛
会
を
祈

っ
て
お
り
ま
す
。

蜂
谷
国
彦

（３０
回
生
）

在
社
し
た
会
社
の
同
期
Ｏ
Ｂ
と
の
旅
行

が
既
に
決
ま

っ
て
い
て
、
日
が
重
な
り

ま
し
た
の
で
残
念
で
す
が
欠
席
し
ま
す
。

次
回
は
出
席
す
る
つ
も
り
で
す
。
日
常

生
活
は
年
齢
相
応
に
健
康
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

畠
山
　
尚

（３０
回
生
）

残
念
で
す
が
、
今
回
は
欠
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
盛
会
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

半
澤
哲
志

（３０
回
生
）

今
年
も
大
船
渡
市

ヘ
バ
ス

（
３０
名
）
で

２
泊

３
日
の
支
援
に
行

っ
て
き
ま
し

た
。
青
葉
区

（横
浜
市
）
の
「
子
ど
も

食
堂
」
で
月
に
２
回
、
手
伝

い
を
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
公
園
管
理
運
営
協
議

会
で
毎
週
土
曜
、
整
備
作
業
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ジ
ム
に
通

い
体
力
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

松
田
勝
治

（３０
回
生
）

３
週
間
の
予
定
で
海
外
出
張
に
で
か
け

る
た
め
欠
席
し
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
よ

ろ
し
く
。

渡
辺
　
武

（３０
回
生
）

大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
他
の
行

事
と
重
な

っ
て
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

赤
間
紘

一
（３１
回
生
）

父
母
の
他
界
後
、
帰
省
も
年
々
少
な
く

な
り
、
物
理
的
に
は
遠
距
離
で
は
あ
る

も
の
の
高
校
ま
で
過
ご
し
た
石
巻
の
原

風
景
は
記
憶
か
ら
去
る
こ
と
は
な
い
―

飯
田
勝
紀

（３１
回
生
）

術
後

（前
立
腺
）
の
経
過
が
思
わ
し
く

な
く
欠
席
し
ま
す
。
盛
会
を
祈
念
し
ま

す
。

伊
藤
克
夫

（３１
回
生
）

定
年
退
職
後
、
第
二
の
故
郷
に
な

っ
た

東
京

の
い
な
か
東
村
山
で
障
害
者
施

設
の
手
伝

い
を
は
じ
め
、
今
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
が
ら
理
事
長
役
と
な
り

６

年
、
深
み
に
は
ま

っ
て
い
ま
す
。
貴
誌

の
成
家
新

一
氏
の
御
活
躍
に
エ
ー
ル
を

お
く
り
ま
す
。
ち
な
み
に
当
法
人
は
知

的
、
精
神
、
身
体

の
三
障
害

の
方

々
を

支
援
し
て
お
り
、
成
家
氏
に
も
教
授
願

え
れ
ば
と
。

北
川
洋
三

（３１
回
生
）

鍼
灸
師
と
し
て
の
治
療
活
動
及
び
専
門

学
校
で
の
東
洋
医
学
講
師
と
し
て
、
第

二
の
人
生

の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

皆
様
の
健
康
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

木
村
照
夫

（３１
回
生
）

同
期
の
新
聞
部
の
仲
間
と
１
年
Ｆ
組
の

仲
良
し
計
７
名
。
傘
寿

（数
え
）
を
迎
え

ら
れ
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
齢
に
な
る
と

何
よ
り
健
康
、
元
気
が

一
番
―

桑
島
　
馨

（３１
回
生
）

今
回
所
用
の
た
め
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ

『船景‖』(80年代作)画 :熊倉保夫(28回生)

小
磯
清
光

（３１
回
生
）

ご
案

内

あ

り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

す
．

（返
信
葉
書
に
雑
誌

（？
）
に
寄
稿
し
た

と
思
わ
れ
る
記
事

３
篇
が
添
付
さ
れ

て
い
ま
し
ま
し
た
）

小
竹
郁
雄

（３１
回
生
）

予
定
が
あ
り
欠
席
し
ま
す
．

櫻
丼
勝
夫

（３１
回
生
）

お
陰
様
で
元
気
に
充
実
し
た
毎
日
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

【
３２
回
生
～
３４
回
生
】

猪
俣
　
斌

（３２
回
生
）

日
程
が
折
り
合
わ
ず
出
席
で
き
ま
せ
ん

が
、
何
と
か
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す

。

木
村
　
久

（３２
回
生
）

町
内

会

行
事

で
参

加

で
き

ま

せ

ん
．

一会
長
の
た
め
）

川
島
信
二

（３２
回
生
）

ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

川
名
喜
久
雄

（３２
回
生
）

体
調
が
思
わ
し
く
な

い
の
で
、
欠
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ｃ

櫻
丼
正
隆

（３２
回
生
）

趣
味
の
Ｂ
ｉ
ｒ
ｄ
　
Ｃ
ａ
ｒ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ

（木
彫
）
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
．

桜
丼
庸
正

（３２
回
生
）

体
調
に
問
題
あ
る
ｃ
特
に
脚
力
は
自
分

と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
よ
ろ
よ
ろ
の
状

態
。
少
し
で
も
改
善
し
、
気
力
を
上
げ

た
い
が
…
？

須
田
万
里
夫

（３２
回
生
）

療
養
中
に
つ
き
失
礼
し
ま
す
〕

高
橋
勝
彦

（３２
回
生
）

歩
行
困
難
に
な
り
歩
け
ま
せ
ん
ｔ
電
車

に
も
乗
れ
ま
せ
ん
，
小
生
み
た

い
な
石

高
時
代
超
劣
等
生
の
落
ち
こ
ぼ
れ
に
案

内
状
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

舘
　
克
憲

（３２
回
生
）

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
．
今

回
は
ど
う
し
て
も
は
ず
せ
な
い
行
事
と

重
な
り
、
誠
に
残
念
で
す
が
、
欠
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３２
回
生
の
皆
様

に
お
会

い
し
た
か

っ
た
な
ｃ
残
念
で
す
。

元
気
で
お
り
ま
す
。

中
里
成
男

（３２
回
生
）

体
調
不
良
の
た
め
欠
席
し
ま
す
じ

宮
川
隆
雄

（３２
回
生
）

現
在
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
小

・
中
学

校
の
障
害
児
の
介
助
員
を
し
て
い
ま
す
．

ま
た
地
域
で
は
コ
ー
ラ
ス
や
歌
声
広
場

の
指
導
を
、

１０
数
年
前
か
ら
続
け
て
い

ま
す
。

１１
月
１１
日
も
生
憎
、
地
域

の
秋

祭
り
に
出
演
が
あ
り
、
総
会
に
は
出
席

で
き
ま
せ
ん
。
喜
寿
を
迎
え
、
皆
様
と

交
流
し
た
か

っ
た
の
で
す
が
、
残
念
で

す
。
次
回
こ
そ
…
。

芳
沢
勇
夫

（３２
回
生
）

歩
行
困
難
な
た
め
欠
席
し
ま
す
。

金
子
　
賛

（３３
回
生
）

家
内
の
体
調
不
良

（心
筋
梗
塞
）
に
よ
り
、

出
席
で
き
ま
せ
ん
の
で
皆
さ
ん
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
こ

ご
盛
会
を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

栗
原
光
男

（３３
回
生
）

当
日
１１
日
は
旅
行
の
先
約
が
あ
り
失
礼

致
し
ま
す
．
お
陰
様

で
「
粗
食

に
病
気

な
し
」
を
座
右

の
銘
に
、
元
気
で
や

っ
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て
い
ま
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
ｃ

今
野
秀
克

（３３
回
生
）

４
年
ぶ
り
の
大
学
同
期
会
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
ｃ
高
校
の
集
ま
り
も

大
切
な
会
で
す
３
盛
会
を
祈
念
し
ま
す
．

橋
浦
武
夫

（３３
回
生
）

元
気
な
う
ち
に
先
月
、
兄
弟
会
を
や
り

ま
し
て
情
報
交
換
し
ま
し
た
ｃ

畠
山
　
勝

（３３
回
生
）

盛
大
な
総
会
に
な
る
よ
う
祈
念
し
て
お

り
ま
す
ｃ
当
方
、
相
変
わ
ら
ず
元
気

で

お
り
ま
す
。

阿
部
隆
昌

（３４
回
生
）

現
在

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
仕
事
で
行

っ
て
お

り
ま
す
。

阿
部
千
春

（３４
回
）

出
席
で
き
ず
失
礼
し
ま
す
。
皆
様
が
い

つ
ま
で
も
元
気
で
お
り
ま
す
よ
う
祈

っ

て
い
ま
す
。

内
崎
光
勘

（３４
回
生
）

胃
の
検
査
の
結
果
、
腫
瘍
が
み
つ
か
り

Ｈ
月

７
日
に
入
院
し
、
内
視
鏡
で
切
除

し
ま
す
．
今
回
出
席
で
き
ま
せ
ん
の
で

皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

片
平
　
孝

（３４
回
生
）

轟
‥
鶉
‘

取
材
中
。

【
３５
回
生
～
３７
回
生
】

遠
藤
信
行

（３５
回
生
）

何
と
か
元
気
に
生
き
て
い
ま
す
。

佐
藤
敬

一
（３５
回
生
）

ご
案
内
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
す
３
残
念
で
す
が
、
所
用
の
た
め
欠

席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
．
会
の
ま
す
ま
す

の
発
展
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

谷
　
光
彦

（３５
回
生
）

女
川
元
気
会

の
メ
ン
バ
ー
村
井
会
長
、

三
宅
先
輩
、
千
葉
先
輩
、
沼
倉
事
務
局

長
ら
と
は
常
に
連
絡
を
と

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
参
加
し
ま
し
た
が
、
今
回
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
サ

ン
マ
、
ツ
ミ
レ
等

（女
川
の
）
「女
川
コ
ー

ナ
ー
」
の
指
導
者
と
な
り
、
ど
う
し
て

も
総
会
に
で
ら
れ
ま
せ
ん
。
平
素
か
ら

の
鰐
陵
会
活
動

に
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
ｃ

片
岡
利
光

（３６
回
生
）

孫

（三
男

の
息
子

・
小
５
）
が
金
沢
で

開
催
さ
れ
た
小
中
高
生
国
内

ロ
ボ

ッ
ト

大
会
で
優
秀
賞
を
と
り
、

１‐
月
１６

ヽ
１８

日
、
タ
イ

・
チ

ェ
ン
マ
イ
で
開
催
さ
れ

る
Ｗ
Ｒ
Ｏ
世
界
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
７
位
で
、
今

年
こ
そ
と
１
位
を
日
指
し
て
が
ん
ば

っ

て
い
ま
す
。
検
索

エ
ン
ジ
ン
サ
イ
ト
に

Ｆ
８
ヽ
ｏ
８
」
ヽ
％

［日
∝
“
と
入
力
す
れ

ば
日
本
大
会
で
の
発
表
風
景
が
見
ら
れ

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

久
道
健
三

（３６
回
生
）

当
日
予
定
が
あ
り
参
加

で
き
ま
せ
ん
ｃ

ス
ミ

マ
セ
ン
。
「
公
益
社
団
法
人
整
体

協
会
」
の
整
体

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
毎
日
仕
事
し
て
い
ま
す
ｃ
健
康
に
つ

い
て
の
折
々
の
こ
と
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
「小
金
井
通
信
」
で
発
行
し
て
い
ま
す
ｃ

Ｍ

ｙ
ブ
ロ
グ

「
Ｋ

ｅ
ｎ
３
通
信
」
も
み

て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
み

な
さ
ん
お
元
気
で
―

遠
藤
信
雄

（３７
回
生
）

１１
月
２９
日
か
ら
東
ア
フ
リ
カ
に
出
張
で

す
ｃ
当
日

（ｎ
月
１１
日
）
は
、
ダ
ル
エ
ス

サ
ラ
ー
ム
で
東
の
間
の
休
日
の
ハ
ズ
で

す
。

１１
月
１８
日
夜
帰
国
し
ま
す
ｃ
楽
し

い
集
ま
り
に
な
り
ま
す
よ
う
遠
く
か
ら

祈

っ
て
い
ま
す
。

岡
部
博
行

（３７
回
生
）

１
０
０
か
国

の
訪
間
を
目
指
し
て
頑

張

っ
て
い
ま
す
。
現
在
８０
か
国
、
訪
問

し
ま
し
た
。
今
年
は
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
問
し
ま

し
た
。

本
田
　
洋

（３７
回
生
）

当
日
は
私
用
の
た
め
誠
に
残
念
で
す
が
、

欠
席
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ｃ

佐
々
木
貞
雄

（３７
回
生
）

当
日
は
所
用
の
た
め
欠
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
３８
回
生
～
３９
回
生
】

青
木
康

一
（３８
回
生
）

出
か
け
る
予
定
が
入

っ
て
お
り
、
欠
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ｃ

阿
部
盛
行

（３８
回
生
）

丸
光
時
代

の
同
窓
会

（
Ｈ
月
１０
日
）
に

４
年

ぶ
り

に
出
席
。
２
次
会

に
は
体

調
を
整
え
て
熱
演
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
、

待

っ
て
る
ヨ
ー
。

小
山
慶
孝

（３８
回
生
）

今
年
は
脚
力
が
戻
り
穏
や
か
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。
出
席
出
来
ま
せ
ん
が
、
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
盛
会
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

た

７

熊
谷
正
義
（３８
回
生
）

現
役
続
行
中
で
す
ｃ
ジ
ム
通

い
で
健
康

対
策
、
油
絵
教
室
で
ボ
ケ
防
止
対
策
を

し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
健

勝
を
念
じ
て
い
ま
す
。

斎
藤
　
優

（３８
回
生
）

昨
年

５
月
、
今
年
１
月
に
、
部
位
は
違

い
ま
す
が
、
手
術
、
入
院
し
ま
し
た
。
現

在
も
継
続
し
て
通
院
し
て
い
ま
す
。
体

調
は
順
調
で
す
Э
み
な
さ
ま
に
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
寒
く
な

っ
て
き

ま
し
た
の
で
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

館
澤
　
祐

（３８
回
生
）

出
張
で
都
合
が
つ
か
な
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
ｃ
よ
ろ
し
く
。

古
川
伸
壱

（３８
回
生
）

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

横
田
幸
治

（３８
回
生
）

相
変
わ
い
ず
ヤ

マ
ト
運
輸

の
Ｄ
Ｍ
配

達
を
や

っ
て
お
り
ま
す
が
、
恒
例
の
繁

忙
期

の
人
手
不
足
が
重
な

っ
て
し
ま

い
、
特
に
土

・
日
は
仕
事
が
た
て
こ
み

出
席
不
可
能
と
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

時
間
が
読
め
ま
せ
ん
の
で
、
残
念
な
が

ら
二
次
会
以
降
も
欠
席
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
ｃ
年
相
応
に
心
身
と
も
に
衰

え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
ま
あ
元
気
に

や

っ
て
お
り
ま
す
。
盛
会
を
お
祈
り
し

ま
す
。

渡
辺
正
昭

（３８
回
生
）

都
合
に
よ
り
欠
席
し
ま
す
ｃ
当
方
、
相

変
わ
ら
ず
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
ｃ

岩
崎
宏
幸

（３９
回
生
）

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町

内
会
行
事
で
■
月
、

１２
月
多
忙
に
な
り

ま
す
。
幹
事
を

８
年
ほ
ど
勤
め
て
お
り

ま
す
関
係
で
、
土

・
日
は
出
席
し
か
ね

ま
す
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

熊
谷
道
夫

（３９
回
生
）

相
変
わ
ら
ず
体
力
維
持

（水
泳
、
ゴ
ル

フ
）
に
努
め
る
と
と
も
に
、
孫

の
成
長

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
ｃ

佐
藤
泰
助

（３９
回
生
）

今
年
は
老
母
の
見
舞

い
や
、
古
希

の
祝

い
へ
の
参
加
等
で
石
巻

へ
の
帰
省
は
１０

回
を
数
え
ま
し
た
。
行
く
た
び
に
新
し

い
道
や
建
物
が
で
き
た
り
し
て
、
着
実

に
復
興
し
て
い
る
石
巻

の
姿

に
触
れ
、

嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
鰐
陵
皆
様

の

益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
す
ｃ

立
花
静

一
（３９
回
生
）

自
治
会

の
三
役
を
う
け
、
手
が
は
な
せ

な

い
仕
事
が

一
杯
で
す
。
み
な
さ
ん
に

よ
ろ
し
く
ｃ

日
野
　
修

（３９
回
生
）

同
窓
の
皆
様
に
幸
多
か
れ
と
祈
念
致
し

て
お
り
ま
す
３

イ́
ゝ
塚
雄
治
（３９
回
生
）

『住吉公園』(80年代作)画 :熊 倉保夫(28回生)

所
用
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。

【
４０
回
生
～
４１
回
生
】

阿
部
義
治

（４０
回
生
）

ま
だ
仕
事

（業
務
監
査
Ｆ
Ｃ
店
）
で
頑

張

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
残
念
な
が
し

法
事
と
重
な
り
、
調
整
が

つ
か
ず
欠
席

と
な
り
ま
す
３
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
―

金
子
重
芳

（４０
回
生
）

「東
京
鰐
陵
」
会
報
に
て
昨
年
の
４０
回
生

参
加
者

の
写
真
を
拝
見
し
ま
し
た
。
と

21  東京鰐陵 No17機 短信



て
も
懐
か
し
く
嬉
し
い
思
い
が
し
ま
し

た
ｃ
Ｇ

ｕ
ｌ
ｔ
ａ
ｒ
や
Ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
を

練
習
し
て
ボ
ケ
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
楽
し
い
時
間
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

佐
藤
俊
夫

（４０
回
生
）

当
日
は
孫
の
七
五
三
で
欠
席
と
な
り
ま

す
が
、
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

高
橋
国

一
（４０
回
生
）

現
在
、
軽
井
沢
に
て
テ
レ
ビ
局
の
別
荘

の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
出
席
で
き
な

く
て
す
み
ま
せ
ん
３

田
村
　
隆

（４０
回
生
）

皆
様
、
健
康
で
充
実
し
た
毎
日
を
お
過

ご
し
下
さ
い
ｃ

榛
澤
修
三

（４０
回
生
）

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
盛
会
を
祈
念

い
た

し
ま
す
‘

水
澤
純

一
（４０
回
生
）

当
日
は
会
社
の
行
事
と
か
ち
合
う
た
め

出
席
で
き
ま
せ
ん
。
折
角

の
お
誘

い
で

す
が
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

阿
部
恭
三

（４１
回
生
）

ほ
ぼ
健
康
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
栄
松

（４１
回
生
）

所
用
に
よ
り
欠
席

い
た
し
ま
す
。
ご
盛

会
を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

櫻
丼
正
文

（４１
回
生
）

盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

山
形
明
夫

（４１
回
生
）

当
日
、
海
外
出
張
の
た
め
欠
席
致
し
ま

す
ｃ
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
４２
回
生
～
４３
回
生
】

伊
藤
信

一
（４２
回
生
）

石
高
時
代
を
な
つ
か
し
く
お
も
う
日
々

で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
忙
し
い
毎
日
で

す
。
（ま
だ
働
い
て
い
ま
す
）

茂
泉
吉
則

（４２
回
生
）

当
日
は
公
務

の
た
め
残
念
で
す
が
、
出

席
で
き
ま
せ
ん
ｃ
特
に
４２
回
生
の
皆
様

に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

番
日
生
と
し
て
、
負
担
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ

村
田
　
彰

（４２
回
生
）

１０
月
６
日
に
５０
年
ぶ
り
に
ギ
タ
ー
で
す
ｃ

創
部
５５
周
年
イ
ベ
ン
ト

（大
学
時
代
）
。

ピ

ア
ノ
、
時

々
サ

ッ
カ
ー
で
腹
？

（
ハ

ラ
）
の
ゆ
る
い
筋
肉
？
が
だ

い
ぶ
出
て

き
て
い
ま
す
。
皆
様
お
体
ご
自
愛
く
だ

ヽ
ヽ
い
。

今
藤
幸

一
郎

（４３
回
生
）

所
用
で
欠
席
致
し
ま
す
．
ご
盛
会
を
お

祈
り
し
ま
す
．

佐
々
木
哲
雄

（４３
回
生
）

参
加
の
予
定
で
い
ま
し
た
が
、
あ

い
に

く
と
仕
事
が
入
り
参
加

で
き
ま
せ
ん
こ

当
番
回
生
と
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
―

鈴
木
　
実

（
４３
回
生
）

投
函
お
そ
く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
．

皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

佐
藤
休
三

（４３
回
生
）

週

４
日
、
県
立
高
校
で
、
非
常
勤
で
教

え
て
い
ま
す
．
山
歩
き
で
健
康
増
進
に

努
め
て
い
ま
す
。
次
回
は
参
加
し
ま
す
。

三
浦
節
夫

（４３
回
生
）

検
診

で
食
道
が
ん
が
見

つ
か
り
手
術
。

７０
歳
ま
で
教
育
に
専
念
す
る
予
定
ｃ

松
谷
　
日升
（４３
回
生
）

当
日
シ

ニ
ア
の
卓
球
団
体
戦
が
あ
り
、

出
席
で
き
ま
せ
ん
。
退
職
後
、
趣
味

の

卓
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

吉
田
祐

一
（４３
回
生
）

仕
事

（舞
台
）
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。

【
４４
回
生
～
４９
回
生
】

伊
藤
裕
康

（４４
回
生
）

来
年

３
月
で
６５
歳
に
な
り
、
現
在
勤
め

て
い
る
富
士
通
研
究
所
Ｒ
Ｉ
Ｄ
戦
略
本

部
Ｉ
Ｄ
Ｒ
戦
略
室
に
机
や
椅
子
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
ど
う
し
よ
う
か
と
思
案

し
て
い
ま
す
。
体
力
は
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。

伊
藤
英
二

（４５
回
生
）

仕
事
が
休
め
ず
出
席
で
き
ま
せ
ん
ｃ
ど

う
ぞ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
下

さ
い
ｃ

岡
田
文
彦

（４５
回
生
）

只
今
、
骨
折

の
リ

ハ
ビ
リ
中
ｃ
松
葉
杖

を
使
用
。

伊
藤
　
隆

（４６
回
生
）

現
在
、
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
Ｏ
Ｂ
会

副
会
長
、
関
東
ラ
グ
ビ
ー
協
会
理
事
を

し
て
お
り
ま
す
。

伊
藤
哲
郎

（４６
回
生
）

某
協
会
か
ら
の
面
接
委
員
の
依
頼
の
た

め
欠
席

い
た
し
ま
す
。
東
京
鰐
陵
会
を

運
営
し
て
下
さ
る
皆
様
に
は
常
日
頃
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

牛
渡
　
俊

（４６
回
生
）

定
年
退
職
し
、
専
業
主
夫
歴
も

３
年
に

な
り
ま
し
た
。
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い

ま
す
．

尾
口
英
昭

（４７
回
生
）

長
期
出
張

の
た
め
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

ご
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

星
野
祐

一
（４７
回
生
）

幹
事

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
長
男
の
結
婚
式

の
た
め
欠
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
、
月

１

～

２
回
の
石
巻

へ
の
往
復
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

笹
森
幸
弘

（４９
回
生
）

土
曜
ま
た
は
祭
日
の
開
催
を
希
望
し
ま

す
ｃ

【
５０
回
生
～
】

沼
館
拓
彰

（５０
回
生
）

毎
年
石
巻
に
は
帰

っ
て
い
ま
す
。
病
気

と
は
無
縁
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

石
原
正
也

（５１
回
生
）

今
回
も
日
程
が
合
わ
ず
欠
席
と
な
り
ま

し
た
ｃ
ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
会
費
Ｈ
２９

・
３０
の
２
年
分
振

込
ま
し
た
．

武
山
智
明

（５１
回
生
）

ご
案
内
を
頂
き
な
が
ら
都
合
が
つ
か
ず

欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
東
京
鰐
陵
会
の
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

高
橋
章
建

（５２
回
生
）

１０
月
初
め
に
４
日
間
ほ
ど
、
母
親
の
世

話
の
た
め
石
巻

へ
帰
省
し
ま
し
た
Ｉ
貝

い
物
以
外
は
あ
ま
り
外
に
出
か
け
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
巻
の

生
活
は
子
供
の
頃
の
思
い
出
を
よ
み
が

え
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
克
仁

（６０
回
生
）

お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
初
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
昨
年
よ
り
大
変
良

く
し
て
頂
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
す
．
ま
た

「
東
京
鰐
陵
会
１６
号
」

に
は
、
私
の
こ
と
を
大
き
く
掲
載
頂
き

ま
し
て
光
栄
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
仕
事

の
た
め
、
と
て
も
残
念
で
あ

り
ま
す
が
、
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
、
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
ｃ

渡
邊
公
威

（６４
回
生
）

遅
く
な
り
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
当

日
は
愛
知
県
で
の
第
九

コ
ン
サ
ー
ト
本

番
と
重
な
り
、
出
席
か
な
わ
ず
と
て
も

残
念
で
す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
４
月

２８
日
１４
時

ヽ
渋
谷

の
オ
ー
チ

ャ
ー
ド

ホ
ー
ル
に
て
東
京
二
期
会
の
公
演
オ
ペ

ラ
「
エ
ロ
デ
ィ
ア
ー
ド
」
（
マ
ス
ネ
作
曲
）

に
メ
イ

ン
キ

ャ
ス
ト
で
出
演
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
鰐
陵
会
の
皆
様
に
応

援

い
た
だ
け
ま
し
た
め
心
強
く
、
ぜ
ひ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

木
村
祐
介

（７５
回
生
）

本
年
も
お
誘

い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
回
は
誠
に
残
念
で

ご
ざ

い
ま
す
が
、
家
事
都
合
で
欠
席
致

し
ま
す
ｃ
相
変
わ
ら
ず
東
京
の
会
社
に

お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
の
機
会
に
お
日

に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
上
）

『ひばりの海岸の夕暮れ』(80年代作)

【石巻高校寄贈作品】 画:熊 倉保夫(28回生)
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第 27回東京鰐陵会総会出席者名簿 (2018.11.11) 第 27回総会運営資金援助協力者名簿 (2019.4.30現在 )

20 安住 重-   30 菊地  博    34 佐々木孝三    41 櫻井 政文24 加藤 直人   1日制 音楽 37 阿部 義夫    湊    野球

24 佐藤 充俊   1日制   バレー 3フ  遠藤 1順政   渡波 21 織野 善夫    30 窪田 敏郎    34 西條  修    4n 山形 明夫

21 菊地 文治    30 今野 末治    35 谷  光彦    42 伊藤 信一

21 櫻田  巌    30 鈴木 賀夫    35 畠山 俊昭   42 伊藤 輝昭

21 佐々木紀雄    30 高橋 勝弥    35 星野 捷二    42 川元 和紀

21 山崎 節夫   30 高橋  )羊    35 村上  定    43 遠藤 洋治

22 阿部 彦八    30 寺澤 正興    36 大杉  彬    43 今藤幸―郎

22 鈴木 善治    30 畠山  尚   36 相良 秀夫    43 佐藤 休三

22 吉田 正文    30 蜂谷 國彦    36 藤  俊治    43 鈴木  実

23 荒川 竹雄    30 半澤 哲志    3ア  安倍 和則    43 松谷  昇

23 亀山 兵吉    30 松田 勝治    3ア  伊藤 孝道    43 吉田 祐―

23 佐々木吉男   30 渡辺  武    3ア  遠藤 信雄    44 鶴岡 秀俊

23 野中  浩    31 赤間 紘-   37 岡部 博行    45 伊藤 英二

25 阿部 剛 石巻    陸上 3ア  大森 雅司   住吉

25 高橋 清記   大谷地 3ア  今野 和明   大塩

25 武山 勝 石巻 37 境田 憲男   湊   ラグビー

25 中里 裕二郎  住吉 37 椰  勝―郎  大川   テニス

25 水澤 昇 石巻    水泳 3フ  佐藤 悠 住吉   剣道

25 吉野 敏    雄勝   考古学 3ア  砂金 正郎   涌谷

26 樋ロ ー郎   住吉 37 高橋 佐千郎  飯野川   生物

26 三宅 宗議   女サ|1  人文科学 3ア  高橋 光正   石巻

27 阿部 尚之   門脇 37 丹野 静也   門脇   柔道

27 稲葉 賞 江 島 3フ  千葉 徹1   飯野川

27 上原 藤三   石巻   生物 37 三浦 岩男   矢本二  人文科学

27 桑島 進    須江   新聞 37 村井 善郎   女川―   ,寅 劇 23 吉田 昌利 31 飯田 勝紀    3ア  西條 紀郎    45 岡田 文彦

27 菅井 武彦   矢本   ラグビー 38 安住 豊    女川一   化学 24 芦原  潤    31 伊藤 克夫    3ア  佐々木貞雄    45 四野見喜久男

24 貝   啓    31 内海 幸三    38 阿部 英明    46 伊藤  隆

24 桑田 信治    31 北川1 洋三    38 阿部 盛行    46 伊藤 哲郎

24 古座 明郎    31 木村 照夫    38 大林 正人    46 牛渡  俊

24 高山 研造    31 櫻丼 勝夫    38 尾形 慎次    46 佐藤 賢―

24 玉河 `言也   31 松本 喜男   38 熊谷 明敏:   46 伏見 洋之

24 土屋 清治    32 阿部 隆雄    38 熊本 正義    47 及川 和彦

24 手塚 康二   32 猪俣  斌    38 小池  泰    4ア  尾日 英昭

25 青沼 義信    32 角田 守弘    38 小山 慶孝    47 佐藤 敦彦

25 安住 重貝」  32 り‖島 信二    38 佐々原二郎   4ア  星野 祐―

25 津田 健三    32 川名喜久雄    38 館澤  佑    48 加藤  博

26 浅野 貞夫    32 本村  久    38 中島  智    49 笹森 幸弘

27 平塚 久義   女り||  ラグビー 38 和泉 耕二   住吉   音楽

27 平山 貞夫   石巻   サッカー 38 熊谷 勝義    湊

27 三宅 哲 女力1   美術 38 佐藤 宏    石巻    美術

27 吉田 貢    中津山 38 丁子 幹雄   住吉    音楽

28 小野寺康充   矢本    物理 38 長沼 金彊   大原   サッカー

28 成澤 良 小野   美術 38 早川 誠 門脇   吹奏楽

29 安倍 正剛 湊    卓球 40 岩崎 久二夫  石巻   人文科学

29 今丼 寅二郎  須江   考古学 40 加藤 友成   石巻   吹奏楽

29 岩渕 茂 門脇   考古学 40 木村 道夫   渡波   柔道

29 木村 莞爾   飯野川 40 斎藤 紀夫   問脇   軟テニス

29 今野 勝幸   住吉   バレー 40 瀬川 徹 門脇   生徒会

29 高橋 伝四郎  月浜   文芸 40 高橋 憲司   住吉   サッカー 26 菊地  上    32 後藤 嘉己   38 船山 浩志 49 千葉 英明

29 千葉 弘二   女サ|1   柔道 41 斎藤 巧 門脇   物理 26 崎野 隆三 32 櫻井 庸正    38 吉‖1 伸壱    50 高橋  巌

29 千葉 慶胤   渡波 41 佐々木 清   鹿又    剣道 26 鈴木 春雄    32 清水 義郎    38 渡部 正昭

26 芳賀亥八男   33 舘  克憲

50 沼舘 拓彰

51 石原 正也29 半澤 正義   赤丼   ラグビー 41 佐藤 幸男   石巻    ベン
一

け
一
割

一
”

一

29 守屋 晃治   門脇 柔 道 41 菅原 新也   箆岳    水泳 27 石田 三成    32 中里 成男   39 熊谷 道夫    52 高橋 章建

2ア  和泉 三男   32 宮川 隆雄    39 佐々木俊教    52 三浦 得雄

27 小松 ―郎    33 阿部  靖    39 佐藤 泰助    58 後藤 員毅

2ア  庄司 貞義    33 金子  賛    40 阿部 義治    5, 津田  イ呆

2ア  田村  修    33 本村日出夫    40 金子 重芳    60 イ左々木克仁

2ア  徳江  明   33 橋浦 武夫    40 佐々木清光    64 渡邊 公威

2ア  船田 清孝   33 畠山  勝    40 高橋 国-   75 木村 祐介

28 桜丼 忠義    33 松川  健    40 田村  隆

28 佐々木利勝    34 安倍 隆昌   40 榛澤 修三

29 山本 久敬   赤井 41 高橋 兵―   飯野川

30 亀井 勝雄   I吉 41 沼倉 寿男   女川―   野球

30 木村 長人   大塩    陸上 41 藤原 秀悦   石巻   バスケ

30 首藤 光春   石巻   ラグビー 41 宮増 秀―   矢本一

31 奥山 興悦   住吉   英語研 42 鈴木 卓郎   大り|1   貪」道

31 遠山 日出夫  稲井    柔道 42 田口 敏明   住吉

32 加藤 憲―   野蒜 42 新田 輝夫   石巻    陸上

32 小林 喬郎   石巻    山岳 42 村上 圭司   住吉

32 手代木 扶   問脇 43 伊藤 純―   飯野り|1  軟テニス 28 渡辺 文克   34 阿部 千春    40 水澤 純―

29 浅沼 昭夫    34 内崎 光吉力   41 阿部 芳郎33 阿部 倫夫   門脇    山岳 43 小田島孝好   石巻   柔道

33 木村 貴則   住吉 43 木村 長門   湊 29 芦原  尚   34 金澤  )羊    41 遠藤 栄松

29 鈴木  勲    34 金子  努    41 片倉 純―

30 石橋 隆雄    34 今野 和明    41 小関 員悦

33 熊谷 正茂   矢本   卓球 43 成澤 貴義   雄勝

33 堀内 文夫   住吉   陸上 43 矢野 光雄   矢本―  ラグビー

33 山内 明 大谷地 43 若山 栄作   中津山  重量挙げ

34 明石 公夫   中津山   柔道 43 和賀井啓之   住吉

34 同部 勇太   イ主吉 44 半澤 竹彦   大原   軟テニス

34 久保 文征   住吉  陸上化学 45 山崎 義二   鳴瀬―   陸上

34 今野 勝三    湊    柔道 48 荒木 泰弘   門脇   軟テニス

34 佐藤 洋一   門脇 48 遠藤 豊明   鮎

'||  
ワンゲル

34 須田 紘―   女川― 48 鈴木 雅芳   石巻 野球

34 武山 佑三   住吉 50 伏見 英敏   東浜   太極拳

34 千葉 保宗   住吉 50 本庄 雅之   門脇   ノヽスケ

36 阿部 薦―   住吉 55 谷口 大造   矢本一   吹奏楽

36 阿部 長光   大川 56 星野 知倫   石巻   ラグビー

36 菊地 潔 湊   軟テニス 59 飯坂 正弘   不動堂   柔道

合計:169名 /369,000円

36 三浦 亨    宮城野  軟テニス 59 佐藤 昌克   住吉   テニス

訃報

前回総会以降の連絡及び今回の総会開催案内の返信で、下記会員の

ご逝去の報をお受けしました。心からご冥福をお祈り申し上げます。

鰐陵回生順、括弧内は、お受けした返信によるご逝去の年月日です。

言己

・11回生 島津 秀夫 様 (平成28年 2月 2日 )

・23回生 高橋 寿雄 様 (平成31年 1月 23日 )

理
回生 坂本 幸久 様 (平成 30年 6月 30日 )

回生 八木  茂 様 (平成27年 11月 9日 )

(第 27回総会の回答締め切り後、到着した返信ハガキ)

・28回生 神山 公男 様 (平成 30年 8月 8日 )

・29回生 佐々木 健 様 (平成 31年 1月 15日 )

・31回生 遠藤 隆治 様 (平成 30年 10月 28日 )

・33回生 杉山  明 様 (平成 30年 11月 20日 )

・37回生 池田 精寿 様 (平成 30年 6月 23日 )

・37回生 阿部 直哉 様 (平成 30年 9月 6日 )

・37回生 阿部 義夫 様 (平成 31年 3月 15日 )

(2019.7.1現 在)

37 安住 知彦   大原    書道 62 成家 新一   石巻    卓球

【御来賓者】

石巻高等学校 校長

鰐陵同窓会 (本部)

会  長  青木 |

事務局長  中塩

小松 敦 先生

利光様 (43回 生)

―夫様 (49回 生)

【東京鰐陵会役員】

【講演者】

石巻市長  亀山 紘 (33回 生)

会 長

副会長

副会長

佐藤

丹野

境田

木村

堀内

三宅

木村

千葉

千葉

悠

静也

憲男

貴則

文夫

莞爾

弘二

保宗

事

事

与

与

与

与

監

監

参

参

参

参

(37回 生 )

(37回 生 )

(3ア 回生 )

(33回 生 )

(33回 生 )

(27回 生 )

(29回 生 )

(29回 生 )

(34回 生 )
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参 与 27
| .  理事二宅 哲    | |  ―‐ 34 久保 文征

参 与 29 千葉 弘二  1    理事 34 佐藤 洋一

参 与 29 理 事 34 須田 紘―

参 与 34 千葉 保宗  | 1  理事 34 武山 祐三

監 事 33 木村 貴則 |1 理事 35 平塚 征―

監 事 33 堀内 文夫   | 1  理事 36 阿部 長光

3ア 佐藤 悠   | 1  理事 36 菊地 潔

副会長 3ア 丹野 静也  | 1  理事 3ア 村丼 善郎

副会長 37 境田 憲男 | 1  理事 38 安住 豊

事務局長 40 加藤 友成  | 1  理事 38

事務局次長 40 瀬川 徹 理事| |

38 熊谷 勝義

38 丁子 幹雄事務局次長

(会計担当)

42
理事

理 事

理事

新田 輝夫

伊藤 純―

38 早サ|1 誠
事務局次長

(会計担当)

43
40 加藤 友成

理事 21 青山 景―   | 1  理事 40 瀬川1 徹

理事 22 阿部 義治

理事 25 阿部 剛 | 1  理事 40 斎藤 紀夫

25 中里祐二郎 | 1  理事 41 高橋 兵―

理事 25 武山 勝   | 1  理事 41 沼倉 寿男

理事 26 浅野 貞夫 |1 理事 41 山形  明夫

理事 27 平塚 久義   | 1  理事 42 茂泉 吉則

理事―一 理事 42 鈴木 卓郎

理事 28 成澤 良   | 1  理事 42 新田 輝夫

理 事 29 理 事今丼 寅二郎  | | 43 伊藤 純―

理事 29 岩渕 茂 |1 理事 43 成澤 貴義

理事 29 今野 勝幸 43 吉田 祐―

理 事 29 松川 文隆   | 1  理事 44 半澤 竹彦

理事 30 木村 長人 48 鈴木 雅芳

理事 30 首藤 光春   | 1  理事 49 平塚 仁

30 鈴木 賀夫 理事| | 52 大内 浩

理事 30 蜂谷 国彦  | 1  理事 56 亀山 光浩

31 飯田 勝紀   | |.′  理事 56 星野 知倫

理事 31 辮 増 険

`場

0障守
レ 理事 58 浅野 剛

理事 32 58 1 三枝 健寿

理事 32 手代木 扶   | 1  理事 59 佐藤 昌克

理事 33 能谷 正成

東京鰐陵会役員名簿 (敬称略)

木村 莞爾

会  長

和泉 耕二

40理事鈴木 善治

理事

理事

理事

理事

理事

発 行●東京鰐陵会(石巻高等学校同窓会東京支部)

会長 佐藤 悠

発行所●〒¬¬6-000¬ 東京都荒川区町屋 7-19-5-312

東京鰐陵会事務所 (早川 誠 方)

TEL&FAX:03-3809-0848

編 集●東京鰐陵編集委員会

【振込み口座】●郵便振替口座番号 :00η 80-4-350η 94

加入者名:東京鰐陵会

2019年の「東京鰐陵会第28回総会」は

11月 10日 (日)12時～15時、
東海大学校友会館 (霞ヶ関ビル35階 )

お待ちしてま～す!!!

伊藤隆関東ラグビー協会理事 (46回生)をお迎えし「ラグビー概況」(案)と

題してご講演いただきます。現役時代は早稲田大学キャプテン→全日本代表

(リ コー)と して活躍、現在はラグビー関係団体役員としてラグビー界の発展

に奔走されております。今回は日本での「ラグビーワールドカップ 20¬ 9開催」

を記念して「ワールドカップ」をはじめとして「ラグビーの本質」、「最近の石

巻とラグビーの関わり」、等についてお話いただきます。ご期待ください !!!

【編
集
後
記
】

会
報
１７
号
は
「令
和
元
年
」
、
代
替
わ
り
の
年
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
会
報
の
体
裁

を
全
面
的
に
改
め
、
タ
プ
ロ
イ
ド
版

・
モ
ノ
ク
ロ

形
式
か
ら
Ａ
４
版

・
カ
ラ
ー

・
中
綴
じ

・
冊
子

形
式

へ
と
変
更
し
ま
し
た
。

主
た
る
理
由
は
経
費
の
問
題
で
す
。
厳
し
い
会

の
財
政
状
況
の
中
で
、
経
費
が
か
か

っ
て
い
る

会
報
の
あ
り
方
を
見
直
す
た
め
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
け
５
か
月
に
わ
た

っ
て
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
暮
れ
の
運
営
委
員

会
で
会
報
誌
を
今
回
の
新
形
式
に
改
め
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

誌
面
の
編
集
は
、
佐
藤
悠
会
長

（
”
回
生
）
、
丹

野
静
也
副
会
長

（
夕
回
生
）
、
境
田
憲
男
副
会
長

（
３７
回
生
）
、
加
藤
友
成
事
務
局
長

（“
回
生
）
、
新

田
輝
夫
事
務
局
次
長

（
４
回
生
）
、
伊
藤
純

一
理

事

（“
回
生
）
の
６
人
が
担
当
し
ま
し
た
。

新
し
い
誌
面
づ
く
り
と

い
う
こ
と
で
、
編
集
作

業
は
文
字
通
り
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、
前
号

ま
で
の
委
員
の
協
力
も
得
な
が
ら
何
と
か
発
行

に
漕
ぎ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

内
容
は
会
長
挨
拶
を
兼
ね
た
第

２７
回
総
会
報

告
を
は
じ
め
、
同
窓
会
会
長
、
石
巻
高
校
校
長
の

挨
拶
、
総
会
欠
席
者
か
ら
の
連
絡
葉
書
に
記
載
さ

れ
て
い
た
近
況
報
告
、
更
に
は
同
期
生
ご
と
に
着

席
し
て
い
る
総
会
の
各
テ
ー
ブ
ル
の
写
真
な
ど
、

主
な
記
事
は
こ
れ
ま
で
通
り
掲
載
し
、
誌
面
の
継

承
性
、
継
続
性
を
心
が
け
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
写
真

に
よ

っ
て
よ
り
臨
場
感
が
増
し
た
総
会

の
様
子

や
雰
囲
気
を
感
じ
取

っ
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

総
会
は
、
毎
年
Ｈ
月
第
２
日
曜
日
の
正
午
か
ら

関
が
関
ビ
ル
”
階
の
東
海
大
学
校
友
会
館
で
開

催
し
ま
す
。
こ
の
日
に
併
せ
て
、
年

１
回
の
同
期

会
を
計
画
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
前
回
の
参
加

者
名
簿
を
参
考
に
し
て
お
集
り
く
だ
さ
い
。

東
京
鰐
陵
会
は
会
費
を
徴
収
せ
ず
、
会
員
有
志

の
寄
付
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
総
会
案
内
で
欠
席

者
に
は
「
一
口
千
円
以
上
の
運
営
資
金
の
協
力
」

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
誌
の
発
行
費

用
も
含
め
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。第

２７
回
総
会
の
運
営
資
金

の
ご
協
力
を

い
た

だ
い
た
方
々
の
名
簿
は
、
出
席
者
名
簿
と
共
に
掲

載
し
ま
し
た
。
振
込
口
座
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
、
新
し
い
会
報
誌
に
対
す
る
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
今
後
の
誌
面
つ
く

り
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（編
集
委
員
会
）

平成 30年度 東京鰐陵会 収支報告書

現 金 36
37

263円
026円

郵便貯金   540 930円
銀行預金

上記監査の結果、正確・適正に処理されていることを認めます。

平成 30年 8月 24日
監事   木村  貴則

監事   堀内  文夫

科 目 収入金額 (円 ) 摘 要

前期繰越金 463. 070 平成 29年 10月 1日 現在繰越金

協力金 72. 526 理事からの寄付金等

運営資金援助 540, 000 会員からの寄付金 (150名 )

雑収入 郵貯、銀行利子

一

般

収

入 収入 小計 612 531
会 費 1. 332. 000 134名 (1万 円 130名 、 9千 円 3名

5子 円  1名 )

来賓ご祝儀 36. 000 本部同窓会会長 校長先生等 4名

給

会

収

入 収入 小計 1. 368. 000

収 入 合 計 2. 443 601

科 目 支出金額 (円 ) 摘 要

一

般

支

出

会議費 19,100 会議室使用料

「東京鰐陵116号 発行費 312,012 1500部 印刷 (デ ザイン料、諸経費込み )

ホームベー ジ維持費 13. 384 サーバー利用料

交通費、会費 103. 422 鰐陵本部総会旅費・会費.本部会報広告費

通信費、雑費 31.773 理事会 出欠はが き代 、切手代 .イ ンク代等

支出 小計 (一 般収支差額   ,32 840円 )

総

会

支

出

宴会費 1 056. 464 宴会会場費・飲食代、演奏者お車代等

準備費用 179, 554 案内状印刷 .宛 名ンール、封筒作成、郵送費等

関係事務・雑費 113. 673 米寿・喜寿祝い品、一の蔵酒代、通信費等

支出 小計 1. 349. 691 (総会収支差額  18. 309円 )

支 出 合 計 1, 829, 382

収 支 の 差 額 614 219円 次期への繰越金

悠

誠

支出の部

印

印

至 平成 30年 9月 30日
東京鰐陵会 会長    佐藤

会計担 当  早川

自 平成 29年 10月 1日

r東京鰐陵会第28回総会」告知

[第2部予告]講演会

東京鰐陵 No.17  24

役 職 回 生 氏名   1日   役職 回 生 氏 名

小野寺 義昭  | 1  理事


